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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクティブマトリクス基板と、対向基板と、前記アクティブマトリクス基板と前記対向
基板との間に設けられた垂直配向型の液晶層とを備える液晶表示装置であって、
　それぞれが複数のサブ画素を含む複数の画素を有しており、
　前記複数のサブ画素は、赤サブ画素と、緑サブ画素と、青サブ画素とを含んでおり、
　入力信号において前記複数の画素のうちの隣接する２つの画素のそれぞれがある階調の
無彩色を示す場合、前記隣接する２つの画素のうちの一方の画素に含まれる前記青サブ画
素の輝度は、前記隣接する２つの画素のうちの他方の画素に含まれる前記青サブ画素の輝
度とは異なる、液晶表示装置。
【請求項２】
　入力信号において前記隣接する２つの画素のそれぞれが前記ある階調の無彩色を示す場
合、前記隣接する２つの画素に含まれる前記赤サブ画素のそれぞれの輝度は互いに等しく
、前記隣接する２つの画素に含まれる前記緑サブ画素のそれぞれの輝度は互いに等しい、
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記隣接する２つの画素の前記赤サブ画素および前記緑サブ画素の少なくとも一方が非
点灯であり、かつ、前記隣接する２つの画素の前記青サブ画素の少なくとも一方が点灯す
る場合、前記隣接する２つの画素に含まれる前記青サブ画素の輝度は互いに等しい、請求
項１または２に記載の液晶表示装置。
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【請求項４】
　前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号は、前記複数の画素のそ
れぞれに含まれる前記複数のサブ画素の階調レベルを示しており、
　前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号に示された前記隣接する
２つの画素に含まれる前記青サブ画素の階調レベルは、前記入力信号に示された前記隣接
する２つの画素の彩度に応じて補正される、請求項１から３のいずれかに記載の液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号は、前記複数の画素のそ
れぞれに含まれる前記複数のサブ画素の階調レベルを示しており、
　前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号に示された前記隣接する
２つの画素に含まれる前記青サブ画素の階調レベルは、前記入力信号に示された前記隣接
する２つの画素の彩度、および、前記入力信号に示された前記隣接する２つの画素に含ま
れる前記青サブ画素の階調レベルの差に応じて補正される、請求項１から３のいずれかに
記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　入力信号において、前記隣接する２つの画素のうちの一方の画素が第１無彩色を示し、
前記隣接する２つの画素のうちの他方の画素が前記第１無彩色または前記第１無彩色とは
明度の異なる第２無彩色を示す場合、前記隣接する２つの画素に含まれる前記青サブ画素
のそれぞれの輝度は、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号に示
された階調レベルに対応する輝度とは異なり、
　入力信号において、前記隣接する２つの画素のうちの一方の画素が前記第１無彩色を示
し、前記隣接する２つの画素のうちの他方の画素が前記第１無彩色との明度の差が前記第
２無彩色よりも大きい第３無彩色を示す場合、前記隣接する２つの画素に含まれる前記青
サブ画素のそれぞれの輝度は、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた
信号に示された階調レベルに対応する輝度と略等しい、請求項１から５のいずれかに記載
の液晶表示装置。
【請求項７】
　アクティブマトリクス基板と、対向基板と、前記アクティブマトリクス基板と前記対向
基板との間に設けられた垂直配向型の液晶層とを備える液晶表示装置であって、
　複数のサブ画素を含む画素を有しており、
　前記複数のサブ画素は、赤サブ画素と、緑サブ画素と、青サブ画素とを含んでおり、
　入力信号において複数のフレームにわたって前記画素がある階調の無彩色を示す場合、
前記青サブ画素のあるフレームの輝度は、前記青サブ画素の直前のフレームの輝度とは異
なる、液晶表示装置。
【請求項８】
　前記画素が前記ある階調の無彩色を複数のフレームにわたって表示する場合、前記赤サ
ブ画素の前記あるフレームの輝度は前記赤サブ画素の前記直前のフレームの輝度と等しく
、また、前記緑サブ画素の前記あるフレームの輝度は前記緑サブ画素の前記直前のフレー
ムの輝度と等しい、請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記あるフレームおよび前記直前のフレームにおいて前記画素の前記赤サブ画素および
前記緑サブ画素の少なくとも一方が非点灯であり、かつ、前記あるフレームおよび前記直
前のフレームのうちの少なくとも一方において前記画素の前記青サブ画素が点灯する場合
、前記青サブ画素のあるフレームの輝度は前記青サブ画素の前記直前のフレームの輝度と
等しい、請求項７または８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　アクティブマトリクス基板と、対向基板と、前記アクティブマトリクス基板と前記対向
基板との間に設けられた垂直配向型の液晶層とを備える液晶表示装置であって、
　複数のサブ画素を含む画素を有しており、
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　前記複数のサブ画素は、赤サブ画素と、緑サブ画素と、第１青サブ画素と、第２青サブ
画素とを含んでおり、
　前記画素がある階調の無彩色を表示する場合、前記第１青サブ画素の輝度は、前記第２
青サブ画素の輝度とは異なる、液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記画素の前記赤サブ画素および前記緑サブ画素の少なくとも一方が非点灯であり、か
つ、前記画素の前記第１青サブ画素および前記第２青サブ画素の少なくとも一方が点灯す
る場合、前記第１青サブ画素の輝度は前記第２青サブ画素の輝度と等しい、請求項１０に
記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記複数のサブ画素は黄サブ画素をさらに含んでいる、請求項１から１１のいずれかに
記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記複数のサブ画素はシアンサブ画素をさらに含んでいる、請求項１から１２のいずれ
かに記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記複数のサブ画素はマゼンタサブ画素をさらに含んでいる、請求項１から１３のいず
れかに記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記複数のサブ画素は、前記赤サブ画素とは別の赤サブ画素をさらに含んでいる、請求
項１から１３のいずれかに記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、大型テレビジョンだけでなく携帯電話の表示部等の小型の表示装置と
しても利用されている。従来しばしば用いられたＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ
）モードの液晶表示装置の視野角は比較的狭かったが、近年、ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ
―Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードおよびＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モ
ードといった広視野角の液晶表示装置が作製されている。そのような広視野角のモードの
中でも、ＶＡモードは高コントラスト比を実現できるため、多くの液晶表示装置に採用さ
れている。
【０００３】
　しかしながら、ＶＡモードの液晶表示装置では、斜め方向から見た場合に階調反転が発
生することがある。このような階調反転を抑制するために、１つの画素領域に複数の液晶
ドメインを形成するＭＶＡ（Ｍｕｌｔｉ－ｄｏｍａｉｎ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎ
ｍｅｎｔ）モードが採用されている。ＭＶＡモードの液晶表示装置には、垂直配向型液晶
層を挟んで対向する一対の基板のうちの少なくとも一方の液晶層側に配向規制構造が設け
られている。配向規制構造は、例えば、電極に設けられた線状のスリット（開口部）また
はリブ（突起構造）である。配向規制構造により、液晶層の片側または両側から配向規制
力が付与され、配向方向の異なる複数の液晶ドメイン（典型的には４つの液晶ドメイン）
が形成され、階調反転が抑制されている。
【０００４】
　また、ＶＡモードの別の一種として、ＣＰＡ（Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｐｉｎｗｈｅｅ
ｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードも知られている。一般的なＣＰＡモードの液晶表示装置
では対称性の高い形状を有する画素電極が設けられるとともに液晶ドメインの中心に対応
して対向基板の液晶層側に開口部や突起物が設けられている。この突起物はリベットとも
呼ばれる。電圧を印加すると、対向電極と対称性の高い画素電極とによって形成される斜
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め電界にしたがって液晶分子は放射形状に傾斜配向する。また、リベットが設けられてい
る場合、リベットの傾斜側面の配向規制力によって液晶分子の傾斜配向が安定化される。
このように、１画素内の液晶分子が放射形状に配向することにより、階調反転が抑制され
ている。
【０００５】
　また、一般的な液晶表示装置では、通常、ＲＧＢ原色（すなわち、赤、緑および青）を
加法混色することにより、色表現を行っている。一般に、カラー表示パネルの各画素は、
ＲＧＢ原色に対応して赤、緑および青サブ画素を有している。このような表示装置は３原
色表示装置とも呼ばれる。３原色表示装置の表示パネルに、ＲＧＢ信号に変換可能なＹＣ
ｒＣｂ（ＹＣＣ）信号が入力され、ＹＣｒＣｂ信号に基づいて赤、緑および青サブ画素の
輝度が変化することにより、多様な色が表現される。以下の説明において、最小階調レベ
ル（例えば、階調レベル０）に対応するサブ画素の輝度（輝度レベル）を「０」と表し、
最大階調レベル（例えば、階調レベル２５５）に対応するサブ画素の輝度を「１」と表す
。赤、緑および青サブ画素の輝度は「０」から「１」までの範囲内で制御される。
【０００６】
　すべてのサブ画素、すなわち、赤、緑および青サブ画素の輝度が「０」である場合、画
素によって表示される色は黒である。反対に、すべてのサブ画素の輝度が「１」である場
合、画素によって表示される色は白である。ただし、最近のＴＶセットでは、ユーザーで
も色温度を調整できるようになっていることが多く、その際、各サブ画素の輝度を微調整
することによって色温度の調整が行われる。ここでは、所望の色温度調整後のサブ画素の
輝度を「１」とする。
【０００７】
　ここで、一般的な３原色表示装置において、画素によって表示される色が黒から白に無
彩色のまま変化する場合の各サブ画素の輝度の変化を説明する。はじめ、画素によって表
示される色は黒であり、赤、緑および青サブ画素の輝度は「０」である。赤、緑および青
サブ画素の輝度の増加を開始する。赤、緑および青サブ画素の輝度は等しい割合で増加す
る。赤、緑および青サブ画素の輝度が増加するほど、画素によって表示される色の明度が
増加する。赤、緑および青サブ画素の輝度が増加して「１」に達すると、画素によって表
示される色は白となる。このように、等しい割合で赤、緑および青サブ画素の輝度を変化
させることにより、無彩色の明度を変化させることができる。
【０００８】
　しかしながら、厳密にみると、無彩色の明度を変化させる場合、画素によって表示され
る色が変化することがある（例えば、特許文献１参照）。特許文献１には、無彩色の明度
を変化させる場合に、青サブ画素の値が赤および緑サブ画素の値よりも高くなるようにガ
ンマ補正を行うことが開示されている。特許文献１の液晶表示装置では、ｓＲＧＢの色空
間をＰＣＳ（ｐｒｏｆｉｌｅ　ｃｏｎｎｃｅｔｉｏｎ　ｓｐａｃｅ）を介して液晶表示パ
ネルの色空間に変換した後で、中間階調において青サブ画素の値が赤および緑サブ画素の
値よりも高いガンマ曲線を利用してガンマ補正処理を行っており、これにより、明度の変
化に応じた無彩色の変化が抑制される。このような処理は独立ガンマ補正処理とも呼ばれ
る。
【０００９】
　また、近年、上述したような３原色の表示装置とは異なり、４原色以上の多原色を加法
混色する表示装置が提案されている（例えば、特許文献２～４参照）。このように４つ以
上の原色を用いて表示を行う表示装置は多原色表示装置とも呼ばれる。特許文献２、３に
は、赤、緑、青、黄、シアンおよびマゼンタサブ画素を有する画素を備える多原色表示装
置が開示されている。また、特許文献４には、マゼンタサブ画素に代えて別の赤サブ画素
を有する画素を備える多原色表示装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
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【特許文献１】特開２００１－３１２２５４号公報
【特許文献２】特表２００４－５２９３９６号公報
【特許文献３】特表２００５－５２３４６５号公報
【特許文献４】国際公開第２００７／０３２１３３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本願発明者は、ＶＡモードの液晶表示装置において、正面から見た場合に適切な中間階
調の無彩色が表示されていても、斜め方向からみると無彩色が色味を帯びているように見
えてしまい、表示品位が低下することがあることを見出した。
【００１２】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、その目的は、斜め方向からの表示品
位の低下を抑制した液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明による液晶表示装置は、アクティブマトリクス基板と、対向基板と、前記アクテ
ィブマトリクス基板と前記対向基板との間に設けられた垂直配向型の液晶層とを備える液
晶表示装置であって、それぞれが複数のサブ画素を含む複数の画素を有しており、前記複
数のサブ画素は、赤サブ画素と、緑サブ画素と、青サブ画素とを含んでおり、入力信号に
おいて前記複数の画素のうちの隣接する２つの画素のそれぞれがある階調の無彩色を示す
場合、前記隣接する２つの画素のうちの一方の画素に含まれる前記青サブ画素の輝度は、
前記隣接する２つの画素のうちの他方の画素に含まれる前記青サブ画素の輝度とは異なる
。
【００１４】
　ある実施形態において、入力信号において前記隣接する２つの画素のそれぞれが前記あ
る階調の無彩色を示す場合、前記隣接する２つの画素に含まれる前記赤サブ画素のそれぞ
れの輝度は互いに等しく、前記隣接する２つの画素に含まれる前記緑サブ画素のそれぞれ
の輝度は互いに等しい。
【００１５】
　ある実施形態において、前記隣接する２つの画素の前記赤サブ画素および前記緑サブ画
素の少なくとも一方が非点灯であり、かつ、前記隣接する２つの画素の前記青サブ画素の
少なくとも一方が点灯する場合、前記隣接する２つの画素に含まれる前記青サブ画素の輝
度は互いに等しい。
【００１６】
　ある実施形態において、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号
は、前記複数の画素のそれぞれに含まれる前記複数のサブ画素の階調レベルを示しており
、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号に示された前記隣接する
２つの画素に含まれる前記青サブ画素の階調レベルは、前記入力信号に示された前記隣接
する２つの画素の彩度に応じて補正される。
【００１７】
　ある実施形態において、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号
は、前記複数の画素のそれぞれに含まれる前記複数のサブ画素の階調レベルを示しており
、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号に示された前記隣接する
２つの画素に含まれる前記青サブ画素の階調レベルは、前記入力信号に示された前記隣接
する２つの画素の彩度、および、前記入力信号に示された前記隣接する２つの画素に含ま
れる前記青サブ画素の階調レベルの差に応じて補正される。
【００１８】
　ある実施形態では、入力信号において、前記隣接する２つの画素のうちの一方の画素が
第１無彩色を示し、前記隣接する２つの画素のうちの他方の画素が前記第１無彩色または
前記第１無彩色とは明度の異なる第２無彩色を示す場合、前記隣接する２つの画素に含ま
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れる前記青サブ画素のそれぞれの輝度は、前記入力信号または前記入力信号の変換によっ
て得られた信号に示された階調レベルに対応する輝度とは異なり、入力信号において、前
記隣接する２つの画素のうちの一方の画素が前記第１無彩色を示し、前記隣接する２つの
画素のうちの他方の画素が前記第１無彩色との明度の差が前記第２無彩色よりも大きい第
３無彩色を示す場合、前記隣接する２つの画素に含まれる前記青サブ画素のそれぞれの輝
度は、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号に示された階調レベ
ルに対応する輝度と略等しい。
【００１９】
　本発明による液晶表示装置は、アクティブマトリクス基板と、対向基板と、前記アクテ
ィブマトリクス基板と前記対向基板との間に設けられた垂直配向型の液晶層とを備える液
晶表示装置であって、複数のサブ画素を含む画素を有しており、前記複数のサブ画素は、
赤サブ画素と、緑サブ画素と、青サブ画素とを含んでおり、入力信号において複数のフレ
ームにわたって前記画素がある階調の無彩色を示す場合、前記青サブ画素のあるフレーム
の輝度は、前記青サブ画素の直前のフレームの輝度とは異なる。
【００２０】
　ある実施形態において、前記画素が前記ある階調の無彩色を複数のフレームにわたって
表示する場合、前記赤サブ画素の前記あるフレームの輝度は前記赤サブ画素の前記直前の
フレームの輝度と等しく、また、前記緑サブ画素の前記あるフレームの輝度は前記緑サブ
画素の前記直前のフレームの輝度と等しい。
【００２１】
　ある実施形態では、前記あるフレームおよび前記直前のフレームにおいて前記画素の前
記赤サブ画素および前記緑サブ画素の少なくとも一方が非点灯であり、かつ、前記あるフ
レームおよび前記直前のフレームのうちの少なくとも一方において前記画素の前記青サブ
画素が点灯する場合、前記青サブ画素のあるフレームの輝度は前記青サブ画素の前記直前
のフレームの輝度と等しい。
【００２２】
　本発明による液晶表示装置は、アクティブマトリクス基板と、対向基板と、前記アクテ
ィブマトリクス基板と前記対向基板との間に設けられた垂直配向型の液晶層とを備える液
晶表示装置であって、複数のサブ画素を含む画素を有しており、前記複数のサブ画素は、
赤サブ画素と、緑サブ画素と、第１青サブ画素と、第２青サブ画素とを含んでおり、前記
画素がある階調の無彩色を表示する場合、前記第１青サブ画素の輝度は、前記第２青サブ
画素の輝度とは異なる。
【００２３】
　ある実施形態において、前記画素の前記赤サブ画素および前記緑サブ画素の少なくとも
一方が非点灯であり、かつ、前記画素の前記第１青サブ画素および前記第２青サブ画素の
少なくとも一方が点灯する場合、前記第１青サブ画素の輝度は前記第２青サブ画素の輝度
と等しい。
【００２４】
　ある実施形態において、前記複数のサブ画素は黄サブ画素をさらに含んでいる。
【００２５】
　ある実施形態において、前記複数のサブ画素はシアンサブ画素をさらに含んでいる。
【００２６】
　ある実施形態において、前記複数のサブ画素はマゼンタサブ画素をさらに含んでいる。
【００２７】
　ある実施形態において、前記複数のサブ画素は、前記赤サブ画素とは別の赤サブ画素を
さらに含んでいる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、斜め方向からの表示品位の低下を抑制した液晶表示装置を提供するこ
とができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】（ａ）は本発明による液晶表示装置の第１実施形態を示す模式図であり、（ｂ）
は、（ａ）に示した液晶表示装置における液晶表示パネルを示す模式図である。
【図２】（ａ）は図１に示した液晶表示装置における各画素の構成を示す模式図であり、
（ｂ）は液晶表示パネルにおける青サブ画素の構成を示す模式図である。
【図３】図１に示した液晶表示装置における補正部および独立ガンマ補正処理部の構成を
示す模式図である。
【図４】比較例１の液晶表示装置における斜め方向における測色値を示すグラフである。
【図５】比較例２の液晶表示装置における斜め方向における測色値を示すグラフである。
【図６】（ａ）～（ｃ）は、比較例２の液晶表示装置における各階調レベルに対するＸ～
Ｚの測色値のそれぞれの変化を示すグラフである。
【図７】図１に示した液晶表示装置における液晶表示パネルの青サブ画素を示す模式図で
ある。
【図８】図１に示した液晶表示装置における補正部の構成を示す模式図である。
【図９】（ａ）は図１に示した液晶表示装置において階調差レベルを示すグラフであり、
（ｂ）は液晶表示パネルに入力される階調レベルを示すグラフである。
【図１０】（ａ）～（ｃ）は、図１に示した液晶表示装置における各階調レベルに対する
Ｘ～Ｚの測色値のそれぞれの変化を示すグラフである。
【図１１】比較例２の液晶表示装置および図１に示した液晶表示装置における無彩色の各
階調レベルに対するｘｙ色度を示すグラフである。
【図１２】図１に示した液晶表示装置において、隣接する画素に属する青サブ画素の階調
レベルが異なる場合の輝度レベルの変化を示す模式図である。
【図１３】（ａ）および（ｃ）は比較例２の液晶表示装置の模式図であり、（ｂ）および
（ｄ）は本実施形態の液晶表示装置の模式図である。
【図１４】第１実施形態の液晶表示装置の変形例における補正部の構成を示す模式図であ
る。
【図１５】（ａ）～（ｃ）は、図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルの模式図であ
る。
【図１６】図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルの断面構造を模式的に示す部分断
面図である。
【図１７】図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルの１つのサブ画素に対応する領域
を模式的に示す平面図である。
【図１８】（ａ）および（ｂ）は、図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルの１つの
サブ画素に対応する領域を模式的に示す平面図である。
【図１９】図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルの１つのサブ画素に対応する領域
を模式的に示す平面図である。
【図２０】（ａ）は第１実施形態の液晶表示装置の変形例における補正部の構成を示す模
式図であり、（ｂ）は階調調整部の構成を示す模式図である。
【図２１】第１実施形態の変形例の液晶表示装置における液晶表示パネルを示す模式図で
ある。
【図２２】第１実施形態の変形例の液晶表示装置を示す模式図である。
【図２３】本発明による液晶表示装置の第２実施形態を説明するための模式図である。
【図２４】本発明による液晶表示装置の第２実施形態における補正部の構成を示す模式図
である。
【図２５】（ａ）は本発明による液晶表示装置の第３実施形態を示す模式図であり、（ｂ
）は（ａ）に示した液晶表示装置における各画素の構成を示す模式図である。
【図２６】本発明による液晶表示装置の第３実施形態を説明するための模式図である。
【図２７】図２６に示した液晶表示装置における補正部の構成を示す模式図である。
【図２８】（ａ）は第３実施形態の変形例の液晶表示装置を示す模式図であり、（ｂ）は
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青サブ画素の構造を示す模式図である。
【図２９】（ａ）は本発明による液晶表示装置の第４実施形態を示す模式図であり、（ｂ
）は（ａ）に示した液晶表示装置における各画素の構成を示す模式図である。
【図３０】図２９に示した液晶表示装置におけるＬ*ａ*ｂ*表色系におけるａ*ｂ*表面を
示す模式図である。
【図３１】（ａ）は比較例３の液晶表示装置における階調レベルの変化に対する斜め方向
の測色値の変化を示すグラフであり、（ｂ）は比較例３の液晶表示装置において画素によ
って表示される色の変化を示す模式図である。
【図３２】比較例３の液晶表示装置の各サブ画素および画素全体において、階調レベルの
変化に対する斜め方向のＺ値の測色値を示すグラフである。
【図３３】図２９に示した液晶表示装置における補正部の構成を示す模式図である。
【図３４】第４実施形態の液晶表示装置の変形例における補正部の構成を示す模式図であ
る。
【図３５】（ａ）は図２９に示した液晶表示装置における階調レベルの変化に対する輝度
レベルの変化を示すグラフであり、（ｂ）は図２９に示した液晶表示装置の各サブ画素お
よび画素全体において階調レベルの変化に対する斜め方向のＺ値の測色値の変化を示すグ
ラフである。
【図３６】（ａ）は比較例３の液晶表示装置において階調レベルの変化に対する斜め方向
からのＸ値、Ｙ値およびＺ値の測色値の変化を示すグラフであり、（ｂ）は図２９に示し
た液晶表示装置において階調レベルの変化に対する斜め方向からのＸ値、Ｙ値およびＺ値
の測値色の変化を示すグラフである。
【図３７】（ａ）は図３６（ａ）の一部を拡大したグラフであり、（ｂ）は図３６（ｂ）
の一部を拡大したグラフである。
【図３８】斜め方向からのＸＹＺ値を一致させた場合の各サブ画素の輝度の変化を示すグ
ラフである。
【図３９】ＸＹＺ表色系色度図を示した模式図である。
【図４０】（ａ）は第４実施形態の変形例の液晶表示装置における液晶表示パネルのサブ
画素配列を示す模式図であり、（ｂ）は輝度の調整を行う青サブ画素および明青サブ画素
の位置関係を示す模式図である。
【図４１】（ａ）は第４実施形態の変形例の液晶表示装置における液晶表示パネルのサブ
画素配列を示す模式図であり、（ｂ）は輝度の調整を行う青サブ画素および明青サブ画素
の位置関係を示す模式図である。
【図４２】（ａ）は第４実施形態の変形例の液晶表示装置における液晶表示パネルのサブ
画素配列を示す模式図であり、（ｂ）は輝度の調整を行う青サブ画素および明青サブ画素
の位置関係を示す模式図である。
【図４３】（ａ）は第４実施形態の変形例の液晶表示装置における液晶表示パネルのサブ
画素配列を示す模式図であり、（ｂ）および（ｃ）は輝度の調整を行う青サブ画素および
明青サブ画素の位置関係を示す模式図である。
【図４４】（ａ）は第４実施形態の変形例の液晶表示装置における液晶表示パネルのサブ
画素配列を示す模式図であり、（ｂ）は輝度の調整を行う青サブ画素および明青サブ画素
の位置関係を示す模式図である。
【図４５】第４実施形態の変形例の液晶表示装置における液晶表示パネルのサブ画素配列
を示す模式図である。
【図４６】本発明による液晶表示装置の第５実施形態において異なるフレームの青サブ画
素の輝度を示す模式図である。
【図４７】図４６に示した液晶表示装置における補正部の構成を示す模式図である。
【図４８】（ａ）は本発明による液晶表示装置の第６実施形態を示す模式図であり、（ｂ
）は（ａ）に示した液晶表示装置において各画素の構成を示す模式図である。
【図４９】本発明による液晶表示装置の第６実施形態を説明するための模式図である。
【図５０】図４８（ａ）に示した液晶表示装置における補正部の構成を示す模式図である
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。
【図５１】（ａ）は第６実施形態の変形例の液晶表示装置における液晶表示パネルを示す
模式図であり、（ｂ）は青サブ画素の構造を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、図面を参照して、本発明による液晶表示装置の実施形態を説明する。ただし、本
発明は、以下の実施形態に限定されるものではない。
【００３１】
　（実施形態１）
　以下、本発明による液晶表示装置の第１実施形態を説明する。図１（ａ）に、本実施形
態の液晶表示装置１００Ａの模式図を示す。液晶表示装置１００Ａは、液晶表示パネル２
００Ａと、独立ガンマ補正処理部２８０と、補正部３００Ａとを備えている。液晶表示パ
ネル２００Ａは複数の行および複数の列のマトリクス状に配列された複数の画素を含んで
いる。ここでは、液晶表示パネル２００Ａにおける画素は赤、緑および青サブ画素を有し
ている。本明細書の以下の説明において、液晶表示装置を単に「表示装置」と呼ぶことが
ある。
【００３２】
　独立ガンマ補正処理部２８０は独立ガンマ補正処理を行う。独立ガンマ補正処理が行わ
れない場合、入力信号に示される色が黒から白にわたって無彩色のまま変化すると、液晶
表示パネル２００Ａに固有に、液晶表示パネル２００Ａの正面からみた無彩色の色度が変
化することがあるが、独立ガンマ補正処理を行うことにより、色度変化が抑制される。補
正部３００Ａは少なくとも所定の条件下において入力信号に示された各サブ画素のうちの
少なくとも青サブ画素の階調レベルまたは対応する輝度レベルの補正を行う。
【００３３】
　入力信号は、例えば、ガンマ値２．２のブラウン管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂ
ｅ：ＣＲＴ）に対応可能な信号であり、ＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉ
ｏｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）規格に準拠している。入力信号は、赤
、緑および青サブ画素の階調レベルｒ、ｇおよびｂを示しており、一般に、階調レベルｒ
、ｇ、ｂは８ビットで表記される。あるいは、この入力信号は、赤、緑および青サブ画素
の階調レベルｒ、ｇおよびｂに変換可能な値を有しており、この値は３次元で表される。
図１では、入力信号の階調レベルｒ、ｇ、ｂをまとめてｒｇｂと示している。なお、入力
信号がＢＴ．７０９規格に準拠している場合、入力信号に示された階調レベルｒ、ｇおよ
びｂは、それぞれ最小階調レベル（例えば、階調レベル０）から最大階調レベル（例えば
、階調レベル２５５）までの範囲内にあり、赤、緑および青サブ画素の輝度は「０」から
「１」の範囲内にある。入力信号は例えば、ＹＣｒＣｂ信号である。入力信号に示された
階調レベルｒｇｂは補正部３００Ａおよび独立ガンマ補正処理部２８０を介して入力され
た液晶表示パネル２００Ａにおいて輝度レベルに変換され、輝度レベルに応じた電圧が液
晶表示パネル２００Ａの液晶層２６０（図１（ｂ））に印加される。
【００３４】
　上述したように、３原色の液晶表示装置において赤、緑および青サブ画素の階調レベル
または輝度レベルがゼロの場合に画素は黒を表示し、赤、緑および青サブ画素の階調レベ
ルまたは輝度レベルが１の場合に画素は白を表示する。また、独立ガンマ補正処理の行わ
れない液晶表示装置では、ＴＶセットで所望の色温度に調整した後の赤、緑および青サブ
画素の最大輝度を「１」とした時、無彩色を表示する場合、赤、緑および青サブ画素の階
調レベルまたは輝度レベルの最大輝度との比は互いに等しい。このため、画素によって表
示される色が黒から無彩色を維持したまま白に変化する場合、赤、緑および青サブ画素の
階調レベルまたは輝度レベルの最大輝度との比は互いに等しいまま増加する。なお、以下
の説明では、液晶表示パネルにおける各サブ画素の輝度が最低輝度に相当する場合、各サ
ブ画素は非点灯であるともいい、各サブ画素の輝度が最低輝度よりも高い輝度を示す場合
、各サブ画素は点灯しているともいう。
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【００３５】
　図１（ｂ）に、液晶表示パネル２００Ａの模式図を示す。液晶表示パネル２００Ａは、
絶縁基板２２２上に設けられた画素電極２２４および配向膜２２６を有するアクティブマ
トリクス基板２２０と、絶縁基板２４２上に設けられた対向電極２４４および配向膜２４
６を有する対向基板２４０と、アクティブマトリクス基板２２０と対向基板２４０との間
に設けられた液晶層２６０とを備えている。アクティブマトリクス基板２２０および対向
基板２４０には図示しない偏光板が設けられており、偏光板の透過軸はクロスニコルの関
係を有している。また、アクティブマトリクス基板２２０には図示しない配線および絶縁
層等が設けられており、対向基板２４０には図示しないカラーフィルタ層等が設けられて
いる。液晶層２６０の厚さはほぼ一定である。液晶表示パネル２００Ａには、複数の画素
が複数の行および複数の列のマトリクス状に配列されている。画素は画素電極２２４によ
って規定されており、赤、緑および青サブ画素は画素電極２２４の分割されたサブ画素電
極によって規定される。なお、後述するように、液晶表示パネル２００Ａではサブ画素電
極がさらに複数の電極に分離されている。
【００３６】
　液晶表示パネル２００ＡはＶＡモードで動作する。配向膜２２６、２４６は垂直配向膜
である。液晶層２６０は垂直配向型の液晶層である。ここで、「垂直配向型液晶層」とは
、垂直配向膜２２６、２４６の表面に対して、液晶分子軸（「軸方位」ともいう。）が約
８５°以上の角度で配向した液晶層をいう。液晶層２６０は負の誘電異方性を有するネマ
チック液晶材料を含んでおり、クロスニコル配置された偏光板と組み合わせて、ノーマリ
ーブラックモードで表示が行われる。液晶層２６０に電圧が印加されない場合、液晶層２
６０の液晶分子２６２は配向膜２２６、２４６の主面の法線方向とほぼ平行に配向する。
液晶層２６０に所定の電圧よりも高い電圧が印加される場合、液晶層２６０の液晶分子２
６２は配向膜２２６、２４６の主面とほぼ平行に配向する。また、液晶層２６０に高い電
圧が印加される場合、液晶分子２６２はサブ画素内またはサブ画素の特定の領域内で対称
的に配向し、これにより、視野角特性の改善が図られる。なお、ここでは、アクティブマ
トリクス基板２２０および対向基板２４０は配向膜２２６、２４６をそれぞれ有していた
が、アクティブマトリクス基板２２０および対向基板２４０の少なくとも一方が対応する
配向膜２２６、２４６を有していてもよい。ただし、配向の安定性の観点から、アクティ
ブマトリクス基板２２０および対向基板２４０の両方が配向膜２２６、２４６をそれぞれ
有していることが好ましい。
【００３７】
　図２（ａ）に、液晶表示パネル２００Ａに設けられた画素および画素に含まれるサブ画
素の配列を示す。図２（ａ）には、例示として、３行３列の画素を示している。各画素に
は、３つのサブ画素、すなわち、赤サブ画素Ｒ、緑サブ画素Ｇ、青サブ画素Ｂが設けられ
ている。液晶表示パネル２００Ａでは、赤サブ画素Ｒ、緑サブ画素Ｇ、青サブ画素Ｂを含
む１つの画素によって１つの色が表現される。各サブ画素の輝度は独立に制御可能である
。なお、液晶表示パネル２００Ａのカラーフィルタの配列は図２（ａ）に示した構成に対
応している。
【００３８】
　液晶表示装置１００Ａにおいて、３つのサブ画素Ｒ、ＧおよびＢのそれぞれは分割され
た２つの領域を有している。具体的には、赤サブ画素Ｒは、第１領域Ｒａおよび第２領域
Ｒｂを有しており、同様に、緑サブ画素Ｇは、第１領域Ｇａおよび第２領域Ｇｂを有して
おり、青サブ画素Ｂは、第１領域Ｂａおよび第２領域Ｂｂを有している。
【００３９】
　各サブ画素Ｒ、Ｇ、Ｂの異なる領域の輝度の値は異なるように制御可能であり、これに
より、表示画面を正面方向から観察したときのガンマ特性と斜め方向から観察したときの
ガンマ特性とが異なるというガンマ特性の視野角依存性を低減することができる。ガンマ
特性の視野角依存性の低減については、特開２００４－６２１４６号公報や特開２００４
－７８１５７号公報に開示されている。各サブ画素Ｒ、Ｇ、Ｂの異なる領域の輝度が異な
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るように制御することにより、上記特開２００４－６２１４６号公報や特開２００４－７
８１５７号公報の開示と同様に、ガンマ特性の視野角依存性を低減するという効果が得ら
れる。なお、このような赤、緑および青サブ画素Ｒ、ＧおよびＢの構造は分割構造とも呼
ばれる。本明細書の以下の説明において、第１、第２領域のうち輝度の高い領域を明領域
と呼び、輝度の低い領域を暗領域と呼ぶことがある。
【００４０】
　以下の説明において、便宜上、最小階調レベル（例えば、階調レベル０）に対応するサ
ブ画素の輝度レベルを「０」と表し、最大階調レベル（例えば、階調レベル２５５）に対
応するサブ画素の輝度レベルを「１」と表す。輝度レベルが等しくても、赤、緑および青
サブ画素の実際の輝度は異なり、輝度レベルは、各サブ画素の最大輝度に対する比を示し
ている。例えば、入力信号において画素の色が黒を示す場合、入力信号に示された階調レ
ベルｒ、ｇ、ｂのすべてが最小階調レベル（例えば、階調レベル０）であり、また、入力
信号において画素の色が白を示す場合、階調レベルｒ、ｇ、ｂのすべてが最大階調レベル
（例えば、階調レベル２５５）である。また、以下の説明において、階調レベルを最大階
調レベルで規格化し、階調レベルを「０」から「１」の範囲で示すこともある。
【００４１】
　図２（ｂ）に、液晶表示装置１００Ａにおける青サブ画素Ｂの構成を示す。なお、図２
（ｂ）に図示していないが、赤サブ画素Ｒおよび緑サブ画素Ｇも同様の構成を有している
。
【００４２】
　青サブ画素Ｂは、２つの領域ＢａおよびＢｂを有しており、領域Ｂａ、Ｂｂに対応する
分離電極２２４ａ、２２４ｂには、それぞれＴＦＴ２３０ａ、ＴＦＴ２３０ｂ、および補
助容量２３２ａ、２３２ｂが接続されている。ＴＦＴ２３０ａおよびＴＦＴ２３０ｂのゲ
－ト電極はゲート配線Ｇａｔｅに接続され、ソース電極は共通の（同一の）ソース配線Ｓ
に接続されている。補助容量２３２ａ、２３２ｂは、それぞれ補助容量配線ＣＳ１および
補助容量配線ＣＳ２に接続されている。補助容量２３２ａおよび２３２ｂは、それぞれ分
離電極２２４ａおよび２２４ｂに電気的に接続された補助容量電極と、補助容量配線ＣＳ
１およびＣＳ２に電気的に接続された補助容量対向電極と、これらの間に設けられた絶縁
層（不図示）によって形成されている。補助容量２３２ａおよび２３２ｂの補助容量対向
電極は互いに独立しており、それぞれ補助容量配線ＣＳ１およびＣＳ２から互いに異なる
補助容量対向電圧が供給され得る。このため、ＴＦＴ２３０ａ、２３０ｂがオンのときに
ソース配線Ｓを介して分離電極２２４ａ、２２４ｂに電圧が供給された後、ＴＦＴ２３０
ａ、２３０ｂがオフになり、さらに、補助容量配線ＣＳ１およびＣＳ２の電位が異なるよ
うに変化する場合、分離電極２２４ａの実効電圧は分離電極２２４ｂの実効電圧と異なる
ことになり、結果として、第１領域Ｂａの輝度は第２領域Ｂｂの輝度と異なる。
【００４３】
　以下に、図３を参照して、液晶表示装置１００Ａにおける補正部３００Ａおよび独立ガ
ンマ補正処理部２８０の構成要素およびその動作を説明する。
【００４４】
　入力信号に示された階調レベルｒｇｂは少なくともある条件下において補正部３００Ａ
において補正される。例えば、補正部３００Ａは、入力信号に示された階調レベルｒおよ
びｇに対して補正を行わないが、階調レベルｂを階調レベルｂ’に補正する。この補正の
詳細は後述する。補正部３００Ａにおいて補正の行われた階調レベルｒｇｂ’は独立ガン
マ補正処理部２８０に入力される。
【００４５】
　次に、独立ガンマ補正処理部２８０は、階調レベルｒ、ｇ、ｂ’のそれぞれに対して独
立ガンマ補正処理を行う赤処理部２８２ｒ、緑処理部２８２ｇ、青処理部２８２ｂを有し
ている。処理部２８２ｒ、２８２ｇ、２８２ｂの独立ガンマ補正処理により、階調レベル
ｒ、ｇ、ｂ’は階調レベルｒg、ｇg、ｂg’に変換される。
【００４６】
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　上述したように、独立ガンマ補正処理部２８０により、明度の変化に応じた無彩色の色
度変化が抑制される。しかしながら、独立ガンマ補正処理部２８０だけでは、画素によっ
て表示される色が正面方向から見た場合の無彩色の色度の変化を抑制できるものの、斜め
方向からみると、無彩色の色度が変化して無彩色が色味を帯びて見えることがある。この
ため、液晶表示装置１００Ａには補正部３００Ａが設けられており、これにより、斜め方
向からの無彩色の色度変化を抑制している。
【００４７】
　以下、比較例１、２の液晶表示装置と比較して本実施形態の液晶表示装置１００Ａの利
点を説明する。まず、比較例１の液晶表示装置を説明する。比較例１の液晶表示装置では
、各サブ画素が複数の領域に分割されておらず、各サブ画素が１つの領域から形成されて
いる。また、比較例１の液晶表示装置は補正部３００Ａに相当する構成要素を備えていな
い。なお、ここでは、液晶表示装置に、画面全体の画素のすべてが無彩色を表示するよう
な入力信号が入力される。黒から白に向かって無彩色の明度が変化するために、入力信号
における各サブ画素の階調レベルは等しい割合で増加する。はじめ、入力信号に示される
無彩色は黒であり、赤、緑、青サブ画素の輝度は「０」である。赤、緑、青サブ画素の階
調レベルが等しい割合で増加し、赤、緑、青サブ画素の輝度が増加するほど、無彩色の明
度が増加する。赤、緑、青サブ画素の輝度が増加して「１」に達すると、無彩色は白とな
る。
【００４８】
　図４に、比較例１の液晶表示装置において、無彩色の明度を変化させて斜め方向のＸ値
、Ｙ値およびＺ値の測色値を測定した結果を示す。図４において、Ｘ、ＹおよびＺは階調
レベルの変化に対する斜め方向から見た場合のＸ値、Ｙ値およびＺ値の測色値のそれぞれ
の変化を示している。比較例１の液晶表示装置では正面方向から見た場合のＸ値、Ｙ値お
よびＺ値は同様に変化しており、図４では、正面方向からみた場合のＸ値、Ｙ値およびＺ
値をまとめて「正面」として示している。ここでは、比較例１の液晶表示装置として、Ｖ
Ａモードの液晶表示装置を用いており、斜め方向は画面の法線方向から６０°傾いた方向
である。各サブ画素の階調レベルは等しい増加率で変化させている。
【００４９】
　比較例１の液晶表示装置では、独立ガンマ補正処理により、正面方向から見た場合、階
調レベルの変化に対するＸ値、Ｙ値およびＺ値は予め設計されたとおりに、ガンマ値２．
２にしたがって変化する。この場合、最大階調レベル（ここでは階調レベル２５５）に対
応する輝度を１として規格化すると、最大階調レベルに対して半分の階調レベル（ここで
は階調レベル０．５）に対応する輝度は０．２１であり、最大階調レベルに対して１／４
の階調レベル（ここでは階調レベル０．２５）に対応する輝度は０．０５である。
【００５０】
　これに対して、斜め方向から見た場合の階調レベルの変化に対するＸ値、Ｙ値およびＺ
値の変化は、正面方向から見た場合の階調レベルの変化に対するＸ値、Ｙ値およびＺ値の
変化とは異なる態様で変化する。具体的には、比較例１の液晶表示装置では、中間階調に
おいて、斜め方向のＸ値、Ｙ値およびＺ値のそれぞれは正面方向からみた値よりも高く、
白浮きが発生する。白浮き現象とは、斜め方向からみた表示画像が正面方向からみた表示
画像と比べて全体的に白っぽくみえる現象である。例えば、人間の顔を表示する場合、正
面方向からは人間の顔の表情等が違和感なく視認されていても、斜め方向から見ると全体
的に白っぽく見えてしまう。なお、Ｘ値、Ｙ値、Ｚ値の変化を比較すると、Ｘ値およびＹ
値は略同様に変化するのに対して、Ｚ値は、低階調から中間階調までＸ値およびＹ値より
も高く、中間階調から高階調にわたってＸ値およびＹ値よりも低い。
【００５１】
　次に、比較例２の液晶表示装置を説明する。比較例２の液晶表示装置は、補正部３００
Ａに相当する構成要素を備えていない点を除いて本実施形態の液晶表示装置１００Ａと同
様の構成を有しており、比較例２の液晶表示装置の液晶表示パネルにおいて、各サブ画素
は異なる輝度を呈し得る複数の領域から形成されている。
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【００５２】
　比較例２の液晶表示装置では、黒から白に向かって無彩色の明度が変化する場合、入力
信号における各サブ画素の階調レベルは等しい割合で増加する。具体的には、はじめ、画
素によって表示される色は黒であり、赤、緑、青サブ画素の輝度は「０」である。赤、緑
、青サブ画素の階調レベルの増加を開始すると、各サブ画素の一方の領域（この領域が明
領域となる。）の輝度の増加が開始する。次いで、明領域の輝度が所定の値まで増加する
と、次に他方の領域（この領域が暗領域となる）の輝度の増加が開始する。比較例２の液
晶表示装置でも、赤、緑、青サブ画素の階調レベルが等しい割合で増加するほど、画素に
よって表示される無彩色の明度が増加する。赤、緑、青サブ画素の輝度が増加して「１」
に達すると、画素によって表示される色は白となる。
【００５３】
　このような比較例２の液晶表示装置では、無彩色のまま画素によって表示される色を変
化させる場合、中間階調において斜め方向からみた無彩色は黄みを帯びて見える。図５に
、比較例２の液晶表示装置において、無彩色の明度を変化させて斜め方向のＸ値、Ｙ値お
よびＺ値の測色値を測定した結果を示す。
【００５４】
　図５において、Ｘ、ＹおよびＺは階調レベルの変化に対する斜め方向から見た場合のＸ
値、Ｙ値およびＺ値の測色値のそれぞれの変化を示している。また、比較例２の液晶表示
装置では正面方向から見た場合のＸ値、Ｙ値およびＺ値は同様に変化しており、図５では
、正面方向からみた場合のＸ値、Ｙ値およびＺ値をまとめて「正面」として示している。
ここでは、比較例２の液晶表示装置として、一般的なマルチ画素駆動の液晶表示装置を用
いており、斜め方向は、画面の法線方向から６０°傾いた方向である。各サブ画素の階調
レベルは等しい増加率で変化している。
【００５５】
　比較例２の液晶表示装置では各サブ画素が２つの領域に分割されており、比較例１の液
晶表示装置と比べて白浮きの程度が抑制されている。このように、サブ画素を分割構造に
することにより、白浮き現象を抑制することができる。なお、白浮き現象のさらなる抑制
の観点からは、斜め方向からのＸ値、Ｙ値およびＺ値はいずれも、低階調から高階調にわ
たって正面方向と同程度に低いことが好ましい。また、Ｘ値、Ｙ値およびＺ値の変化を比
較すると、Ｘ値およびＹ値は略同様に変化するのに対して、Ｚ値は、低階調から中間階調
までＸ値およびＹ値よりも高く、中間階調においてほぼ等しくなるが、中間階調から高階
調にわたってＸ値およびＹ値よりも高い。
【００５６】
　このように、比較例２の液晶表示装置において無彩色のまま明度を変化させる場合、Ｚ
値は、低階調から中間階調および中間階調から高階調にわたってＸ値およびＹ値よりも高
く、中間階調付近においてＸ値およびＹ値とほぼ等しい。このため、斜め方向からみた色
を正面方向から見た色と比較すると、斜め方向からみた色は低階調から中間階調および中
間階調から高階調において正面方向から見た色と比べて青色にシフトして見えるのに対し
て、中間階調付近では正面方向と比べて色のシフトは比較的少ない。
【００５７】
　その一方、見る位置を斜め方向に固定して無彩色のまま階調レベルを変化させると、中
間階調の色は低階調および高階調の色と比べて相対的に黄みを帯びて見える。このように
、比較例２の液晶表示装置を斜めから見ると、中間階調の無彩色が相対的に黄色くシフト
して見える。以下の説明において無彩色が黄色を帯びて見えることを「黄色シフト」とも
呼ぶ。
【００５８】
　このような「黄色シフト」を抑制するためには、独立ガンマ補正処理以外に別の補正を
行うことが必要となる。「黄色シフト」を抑制する手法として、例えば、斜め方向のＸ値
およびＹ値を変更することなくＺ値のみを適切に制御することが考えられる。
【００５９】
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　具体的には、低階調から中間階調および中間階調から高階調のＺ値を低下させてＸ値お
よびＹ値と一致するように補正を行うことが考えられる。このように補正を行うと、斜め
方向の色度ｘ、ｙを正面方向の色度ｘ、ｙと一致させることができ、斜め方向からみた色
を正面方向から見た色と比較した際の青色シフトを抑制できる。
【００６０】
　あるいは、「黄色シフト」を抑制する別の手法として、中間階調のＺ値を増加させてＸ
値およびＹ値と相似関係を有するように補正を行うことも考えられる。このように補正を
行う場合、斜め方向からみた色を正面方向から見た色と比べた際の青色シフトを抑制でき
ないが、斜めから見る場合の無彩色の色度の変化を抑制できる。いずれの手法を採用する
にしても、Ｘ値およびＹ値を変更することなくＺ値を適切に制御することが必要である。
【００６１】
　ここで、Ｘ値、Ｙ値およびＺ値の各サブ画素に対応する成分を検討する。以下、図６を
参照して、入力信号における無彩色の階調レベルに対応するＸ値、Ｙ値、Ｚ値の各サブ画
素の成分の変化を説明する。図６（ａ）～図６（ｃ）において、ＷＸ、ＷＹ、ＷＺは、色
温度調整後の無彩色を斜めからみた測色値Ｘ、Ｙ、Ｚのそれぞれの変化を表しており、Ｒ
Ｘ、ＲＹ、ＲＺは赤サブ画素の１つのみを点灯させた場合の測色値Ｘ、Ｙ、Ｚを最大階調
レベルのＷＸ、ＷＹ、ＷＺのときの値でそれぞれ規格化したものである。また、ＧＸ、Ｇ
Ｙ、ＧＺは緑サブ画素について同様であり、ＢＸ、ＢＹ、ＢＺは青サブ画素について同様
である。なお、ＷＸはＲＸ、ＧＸおよびＢＸの総和であり、ＷＹはＲＹ、ＧＹおよびＢＹ
の総和であり、ＷＺはＲＺ、ＧＺおよびＢＺの総和である。
【００６２】
　図６（ｃ）から理解されるように、ＷＺの主成分はＢＺである。また、図６（ａ）およ
び図６（ｂ）から、ＷＸやＷＹにおいてＢＸおよびＢＹの割合が少ないことがわかる。こ
のため、青サブ画素の輝度の調整を行うと、Ｚ値に大きく影響する一方、Ｘ値およびＹ値
にほとんど影響しない。以上から、青サブ画素の輝度を調整することにより、Ｘ値および
Ｙ値にほとんど影響を与えることなく、Ｚ値を効率的に調整可能であることが理解される
。本願発明者は、以上の知見に基づいて、Ｚ値の変化をＸ値およびＹ値の変化と整合させ
るためには青サブ画素の階調レベルを補正することが効率的であり、その輝度を独立に制
御可能な複数の青サブ画素を１単位として青サブ画素の輝度の調整を行うことにより、正
面方向からのＺ値を変化させること無く斜め方向からのＺ値を変化させることが可能であ
ることを見出した。
【００６３】
　本実施形態の液晶表示装置１００Ａでは、図１（ａ）に示した補正部３００Ａにより、
少なくともある条件下において、隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位として
青サブ画素の輝度の調整を行う。例えば、補正部３００Ａは、入力信号において隣接する
２つの画素に属する青サブ画素の階調レベルが等しい場合であっても、液晶表示パネル２
００Ａにおいて当該２つの青サブ画素の輝度が異なるように階調レベルの補正を行う。な
お、以下の説明において、２つの青サブ画素のうち、高輝度の青サブ画素を明青サブ画素
と呼び、低輝度の青サブ画素を暗青サブ画素と呼ぶ。液晶表示パネル２００Ａにおける隣
接する２つの画素に属する青サブ画素の輝度の和は、入力信号に示された隣接する２つの
青サブ画素の階調レベルに対応する輝度レベルの和に相当している。例えば、補正部３０
０Ａは、行方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素の階調レベルに対して補正を行
う。
【００６４】
　ここで、入力信号において全ての画素が同一階調レベルの無彩色を示しているとし、こ
の階調レベルを基準階調レベルと呼ぶ。独立ガンマ補正処理を行わないとすると、比較例
１の液晶表示装置では各青サブ画素の輝度は基準階調レベルに対応する輝度と等しい。ま
た、比較例２の液晶表示装置では青サブ画素内の領域の輝度は異なるものの、青サブ画素
全体のそれぞれの輝度は互いに基準階調レベルに対応する輝度と等しい。
【００６５】
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　これに対して、本実施形態の液晶表示装置１００Ａでは、補正部３００Ａにより、隣接
する２つ画素に属する青サブ画素のうちの一方の青サブ画素の輝度をシフト量ΔＳαだけ
増加し、他方の青サブ画素の輝度をシフト量ΔＳβだけ減少する。このため、隣接する画
素に属する青サブ画素の輝度は互いに異なり、明青サブ画素の輝度は基準階調レベルに対
応する輝度よりも高く、暗青サブ画素の輝度は基準階調レベルに対応する輝度よりも低い
。また、例えば、明青サブ画素の輝度と基準階調レベルに対応する輝度との差は、基準階
調レベルに対応する輝度と暗青サブ画素の輝度との差と略等しく、理想的には、ΔＳα＝
ΔＳβである。なお、上述したように、液晶表示パネル２００Ａの各サブ画素は複数の領
域を有しており、明青サブ画素のなかに明領域および暗領域が存在し、また、暗青サブ画
素のなかに明領域および暗領域が存在する。明青サブ画素の明領域の輝度は暗青サブ画素
の明領域よりも高く、暗青サブ画素の暗領域の輝度は明青サブ画素の暗領域よりも低い。
【００６６】
　図７に、液晶表示装置１００Ａにおける液晶表示パネル２００Ａを示す。図７において
、行方向に隣接する２つの画素に着目し、その一方の画素をＰ１と示し、画素Ｐ１に属す
る赤、緑および青サブ画素をそれぞれＲ１、Ｇ１およびＢ１と示す。また、他方の画素を
Ｐ２と示し、画素Ｐ２に属する赤、緑よび青サブ画素をそれぞれＲ２、Ｇ２およびＢ２と
示す。
【００６７】
　例えば、入力信号において全ての画素によって表示される色が中間階調の無彩色である
場合、液晶表示パネル２００Ａにおいて隣接する２つの画素のうち一方の画素Ｐ１に属す
る赤および緑サブ画素Ｒ１、Ｇ１の輝度は、他方の画素Ｐ２に属する赤および緑サブ画素
Ｒ２、Ｇ２の輝度とそれぞれ等しいが、液晶表示パネル２００Ａにおいて隣接する２つの
画素のうち一方の画素Ｐ１に属する青サブ画素Ｂ１の輝度は、他方の画素Ｐ２に属する青
サブ画素Ｂ２の輝度とは異なる。なお、図７では、行方向に沿って隣接する画素に属する
青サブ画素の明暗は反転している。ここで、ある行の画素に属する青サブ画素に着目する
と、基準階調レベルに対応する輝度に対して輝度の増大する青サブ画素と輝度の低下する
青サブ画素とが交互に配列されている。さらに、列方向に沿って隣接する画素に属する青
サブ画素の明暗も反転している。
【００６８】
　以下、図８を参照して、補正部３００Ａの具体的な構成を説明する。図８において、入
力信号に示された階調レベルｒ１、ｇ１、ｂ１は画素Ｐ１に属する各サブ画素Ｒ１、Ｇ１
、Ｂ１の階調レベルに相当するものであり、入力信号に示された階調レベルｒ２、ｇ２、
ｂ２は画素Ｐ２に属する各サブ画素Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２の階調レベルに相当するものである
。
【００６９】
　補正部３００Ａは、Ｚ値の変化がＸ値およびＹ値の変化と一致または相似関係を有する
ように青サブ画素の階調レベルの補正を行う。階調レベルｒ１、ｒ２、ｇ１、ｇ２は補正
部３００Ａにおいて補正されないのに対して、階調レベルｂ１およびｂ２は以下のように
補正される。補正部３００Ａは、青サブ画素Ｂ１、Ｂ２の輝度レベルのシフト量ΔＳα、
ΔＳβを求める。上述したように、無彩色を表示する場合、黄色シフトは主に中間階調で
発生し、低階調および高階調では発生しない。このため、シフト量ΔＳα、ΔＳβは、低
階調および高階調でゼロかまたは小さく、中間階調で大きい。
【００７０】
　まず、加算部３１０ｂを用いて階調レベルｂ１と階調レベルｂ２の平均が求められる。
以下の説明において、階調レベルｂ１およびｂ２の平均を平均階調レベルｂaveと示す。
【００７１】
　階調差レベル部３２０は、１つの平均階調レベルｂaveに対して２つの階調差レベルΔ
ｂα、Δｂβを与える。階調差レベルΔｂαは明青サブ画素に対応しており、階調差レベ
ルΔｂβは暗青サブ画素に対応している。
【００７２】
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　このように、階調差レベル部３２０では平均階調レベルｂaveに対応して２つの階調差
レベルΔｂα、Δｂβが与えられる。平均階調レベルｂaveおよび階調差レベルΔｂα、
Δｂβは、例えば、図９（ａ）に示す所定の関係を有している。平均階調レベルｂaveが
低階調または高階調である場合、階調差レベルΔｂαおよび階調差レベルΔｂβはほぼゼ
ロであるが、平均階調レベルｂaveが中間階調である場合、階調差レベルΔｂαおよび階
調差レベルΔｂβは比較的大きい。階調差レベル部３２０は、平均階調レベルｂaveに対
して、ルックアップテーブルを参照して階調差レベルΔｂα、Δｂβを決定してもよい。
あるいは、階調差レベル部３２０は、所定の演算により、平均階調レベルｂaveに基づい
て階調差レベルΔｂα、Δｂβを決定してもよい。
【００７３】
　次に、階調輝度変換部３３０は、階調差レベルΔｂαを輝度差レベルΔＹbαに変換し
、階調差レベルΔｂβを輝度差レベルΔＹbβに変換する。輝度差レベルΔＹbα、ΔＹb

βが大きくなるほどシフト量ΔＳα、ΔＳβは大きくなる。
【００７４】
　また、黄色シフトは、入力信号に示された画素の色の彩度が高いほど認識されにくくな
り、反対に、入力信号に示された画素の色が無彩色に近いほど顕著になる。このように、
入力信号に示された画素の色に応じて黄色シフトの程度は異なる。入力信号に示された画
素の色は以下のようにしてシフト量ΔＳα、ΔＳβに反映される。
【００７５】
　加算部３１０ｒを用いて階調レベルｒ１と階調レベルｒ２との平均が求められる。また
、加算部３１０ｇを用いて階調レベルｇ１と階調レベルｇ２との平均が求められる。以下
の説明において、階調レベルｒ１およびｒ２の平均を平均階調レベルｒaveと示し、階調
レベルｇ１およびｇ２の平均を平均階調レベルｇaveと示す。
【００７６】
　彩度判定部３４０は入力信号に示された画素の彩度を判定する。彩度判定部３４０は平
均階調レベルｒave、ｇave、ｂaveを利用して彩度係数ＨＷを求める。彩度係数ＨＷは彩
度が高くなるほど減少する関数である。以下の説明において、ＭＡＸ＝ＭＡＸ（ｒave，
ｇave，ｂave）とし、ＭＩＮ＝ＭＩＮ（ｒave，ｇave，ｂave）とすると、彩度係数ＨＷ
は、例えばＨＷ＝ＭＩＮ／ＭＡＸと表される。ただし、ｂave＝０の場合に彩度係数ＨＷ
は０である。あるいは、青の彩度だけに着目し、例えば、ｂave≧ｒave、ｂave≧ｇaveか
つｂave＞０の場合にＨＷ＝ＭＩＮ／ＭＡＸと表し、また、ｂave＜ｒaveおよびｂave＜ｇ

aveの少なくとも一方を満たす場合にＨＷ＝１としてもよい。
【００７７】
　次に、シフト量ΔＳα、ΔＳβを求める。シフト量ΔＳαはΔＹbαと彩度係数ＨＷと
の積によって表され、シフト量ΔＳβはΔＹbβと彩度係数ＨＷとの積によって表される
。乗算部３５０は輝度差レベルΔＹbα、ΔＹbβと彩度係数ＨＷとの乗算を行い、これに
より、シフト量ΔＳα、ΔＳβが得られる。
【００７８】
　また、階調輝度変換部３６０ａが階調レベルｂ１に対して階調輝度変換を行い、輝度レ
ベルＹb1を得る。輝度レベルＹb1は例えば以下の式にしたがって得られる。
　　Ｙb1＝ｂ１2.2（ここで、０≦ｂ１≦１）
【００７９】
　同様に、階調輝度変換部３６０ｂは階調レベルｂ２に対して階調輝度変換を行い、輝度
レベルＹb2を得る。
【００８０】
　次に、加減算部３７０ａにおいて輝度レベルＹb1とシフト量ΔＳαとを加算し、さらに
、輝度階調変換部３８０ａにおいて輝度階調変換を行うことにより、補正の行われた階調
レベルｂ１’が得られる。また、加減算部３７０ｂにおいて輝度レベルＹb2からシフト量
ΔＳβを減算し、さらに、輝度階調変換部３８０ｂにおいて輝度階調変換を行うことによ
り、補正の行われた階調レベルｂ２’が得られる。その後、図１に示した独立ガンマ補正
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処理部２８０において階調レベルｒ１、ｒ２、ｇ１、ｇ２、ｂ１’、ｂ２’に対して独立
ガンマ補正処理が行われ、液晶表示パネル２００Ａに入力される。
【００８１】
　図９（ｂ）に、液晶表示パネル２００Ａに入力される青サブ画素の階調レベルを示して
いる。ここでは、入力信号に示される色は無彩色であり、彩度係数ＨＷは１である。独立
ガンマ補正処理を無視すると、階調差レベル部３２０において階調差レベルΔｂα、Δｂ
βが与えられることに伴い、階調レベルｂ１’はｂ１＋Δｂ１となり、階調レベルｂ２’
はｂ２－Δｂ２となる。以上のように階調レベルｂ１’、ｂ２’により、青サブ画素Ｂ１
は輝度レベルＹb1とシフト量ΔＳαとの和に相当する輝度を示し、青サブ画素Ｂ２は輝度
レベルＹb2とシフト量ΔＳβとの差に相当する輝度を示す。
【００８２】
　ここで、図８を参照し、例示として入力信号における階調レベルｂ１、ｂ２を階調レベ
ル０．５とする。また、入力信号における階調レベルｒ１、ｒ２、ｇ１およびｇ２を階調
レベル０．５とする。この場合、階調輝度変換部３６０ａ、３６０ｂにおける階調輝度変
換により、輝度レベルＹb1、Ｙb2はそれぞれ０．２１８（＝０．５2.2）となる。また、
ここでは、ΔＹbα、ΔＹbβはそれぞれ０．１３３（＝０．４2.2）であり、彩度係数Ｈ
Ｗが１であるため、シフト量ΔＳα、ΔＳβは０．１３３である。この場合、輝度階調変
換部３８０ａにおいて得られる階調レベルｂ１’は最大階調レベルを２５５として表記す
ると階調レベル１５８（＝（０．２１８＋０．１３３）1/2.2×２５５）となり、輝度階
調変換部３８０ｂにおいて得られる階調レベルｂ２’は最大階調レベルを２５５として表
記すると階調レベル８２（＝（０．２１８―０．１３３）1/2.2×２５５）となる。なお
、液晶表示装置１００Ａの液晶表示パネル２００Ａでは、上述したように、各青サブ画素
は輝度の異なり得る領域を有しており、明青サブ画素の明領域および暗領域の輝度は平均
して階調レベル１５８に相当する輝度になり、暗青サブ画素の明領域および暗領域の輝度
は平均して階調レベル８２に相当する輝度になる。以上から、同じ輝度差レベルΔＹbα
およびΔＹbβと等しいシフト量ΔＳαおよびΔＳβの加減算を行った結果を階調レベル
に換算して、補正前の階調レベルと比較すると、Δｂ１＝３０（＝１５８－１２８）、Δ
ｂ２＝４６（＝１２８－８２）となる。このように、Δｂ１とΔｂ２は同じ値にはならな
い。
【００８３】
　また、補正部３００Ａでは、シフト量ΔＳα、ΔＳβは彩度係数ＨＷをパラメータとし
て含む関数で表される。例えば、（ｒave，ｇave，ｂave）が最大階調レベルを２５５と
して表記すると（１２８，１２８，１２８）である場合、彩度係数ＨＷが１であるため、
シフト量ΔＳα、ΔＳβは０．１３３となるのに対して、（ｒave，ｇave，ｂave）が（
０，０，１２８）である場合、すなわち、非点灯のサブ画素がある場合、彩度係数ＨＷが
０となり、シフト量ΔＳα、ΔＳβは０となる。また、（ｒave，ｇave，ｂave）がこれ
ら中間の（６４，６４，１２８）である場合、ＨＷ＝０．５となり、シフト量ΔＳα、Δ
Ｓβは０．１３３×０．５（ＨＷが１．０の場合の半分の値）になる。このように、入力
信号に示された画素に属する青サブ画素の補正は、入力信号に示された画素の彩度に応じ
て行われる。また、シフト量ΔＳα、ΔＳβは入力信号における画素の彩度に応じて連続
的に変化し、表示特性の突発的な変化が抑制される。なお、図９（ｂ）は彩度係数ＨＷが
１の場合の結果を示すグラフであるが、彩度係数ＨＷが０の場合（例えば、入力信号にお
いて彩度の高い青が示される場合）、入力信号に示された階調レベルｂ１（＝ｂ２）と階
調レベルｂ１’、ｂ２’がそれぞれ同じ値になる。このように彩度係数ＨＷを用いること
により、非点灯のサブ画素がある場合、入力信号における青サブ画素の階調レベルと同じ
階調レベルが出力されることになり、青の解像度の低下が起こらない。一方、入力信号に
おいて各サブ画素の階調レベルが互いに略等しい場合、厳密には青の解像度の低下が生じ
るが、実際には無彩色またはそれに近い色における青の解像度の低下は人間の視覚特性上
それほど気にならない。さらに、彩度係数ＨＷは、非点灯のサブ画素がある場合と無彩色
の場合との間で連続的に変化する関数であるため、表示上の突発的な変化を抑制すること



(18) JP 5300866 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

ができる。
【００８４】
　なお、上述したように、液晶表示パネル２００Ａにおいて画素は複数の領域を有してお
り、青サブ画素Ｂ１の階調レベルｂ１’は明領域および暗領域によって実現され、青サブ
画素Ｂ２の階調レベルｂ２’は明領域および暗領域によって実現される。なお、マルチ画
素駆動が行われる場合、ここではその詳細を省略するが、青サブ画素Ｂ１およびＢ２の領
域Ｂａ、Ｂｂへの輝度レベルＹb1、Ｙb2の分配は、液晶表示パネル２００Ａの構造とその
設計値で決定される。具体的な設計値としては、青サブ画素Ｂ１の領域ＢａとＢｂの輝度
の平均は、青サブ画素の階調レベルｂ１’またはｂ２’に対応する輝度と一致するように
なっている。なお、上述した説明ではマルチ画素駆動が行われていたが、上述したように
液晶表示パネル２００Ａの構造によって領域Ｂａ、Ｂｂへの輝度分配が行われるものであ
れば、マルチ画素駆動に限定されない。
【００８５】
　ここで、図１０（ａ）～図１０（ｃ）に、液晶表示装置１００Ａの無彩色における階調
レベルに対する測色値Ｘ～Ｚのそれぞれのグラフを示す。なお、図１０（ａ）～図１０（
ｃ）には、図６（ａ）～図６（ｃ）においてＷＸ、ＷＹ、ＷＺとして示した比較例２の液
晶表示装置の結果を併せて示している。図１０（ａ）～図１０（ｃ）から、青サブ画素の
階調レベルの補正を行うことによってＸ値およびＹ値の変化は比較例２の液晶表示装置と
ほぼ同様であるが、Ｚ値は中間階調で大きく変化していることが理解される。このように
青サブ画素の階調レベルの補正を行うことにより、Ｚ値の変化がＸ値およびＹ値の変化と
相似関係を有するようにすることができる。
【００８６】
　図１１に、液晶表示装置１００Ａの中間階調（ここでは、最大階調レベルを２５５とし
て表記した階調レベル１１５～２１０）における斜め方向からの無彩色の色度ｘおよびｙ
を示す。また、図１１には、参考のために、比較例２の液晶表示装置におけるｘおよびｙ
を示している。なお、ここでは、Ｘ値およびＹ値ではなくｘ（＝Ｘ／（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ））お
よびｙ（＝Ｙ／（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ））を示している。図１１から理解されるように、比較例２
の液晶表示装置では、中間階調において階調レベルの変化に伴い斜め方向からの無彩色の
色度は比較的大きく変化するが、本実施形態の液晶表示装置１００Ａでは階調レベルの変
化にかかわらず無彩色の色度の変化が抑制される。
【００８７】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置１００Ａは補正部３００Ａを備えており、階
調レベルｂ１、ｂ２に対して補正の行われた階調レベルｂ１’、ｂ２’を得ることにより
、斜め方向からのＸ値およびＹ値に対するＺ値のずれを抑制し、黄色シフトの抑制を低コ
ストで実現することができる。
【００８８】
　また、液晶表示装置１００Ａでは、隣接する２つの画素の青サブ画素は異なる階調－輝
度特性（すなわち、ガンマ特性）を有することになる。この場合、厳密にみると、隣接す
る２つの画素によって表示される色は異なるが、表示装置１００Ａの解像度が十分に高け
れば、人間の眼には、隣接する２つの画素によって表示される色の平均の色が認識される
。このため、正面方向のＸ値、Ｙ値およびＺ値が同様の階調－輝度特性を示すだけでなく
斜め方向からのＸ値、Ｙ値およびＺ値も同様の階調－輝度特性を示すこととなり、正面方
向からの表示品位を実質的に変更することなく、黄色シフトの発生を抑制して斜め方向か
らの表示品位を改善することができる。
【００８９】
　なお、ここでは、青サブ画素の輝度を調整することにより、黄色シフトを抑制したが、
理論的には、他のサブ画素の輝度を調整しても黄色シフトの抑制をできないことはない。
しかしながら、青サブ画素は、Ｘ値およびＹ値に対して比較的影響しないのに対して、Ｚ
値に対して大きく影響するため、斜めから見た時にＺ値の変化がＸ値およびＹ値の変化と
大きく異なる液晶表示パネルにおいて非常に効果的であるということがわかる。
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【００９０】
　また、人間の眼に対する青の解像度は他の色と比べて低いことが知られている。特に、
中間階調の無彩色のように画素に属するサブ画素のそれぞれが点灯する場合、名目上解像
度の低下することになるサブ画素が青サブ画素であると、実質的な解像度の低下は認識さ
れにくい。このようなことからも、青サブ画素の階調レベルの補正は他のサブ画素の階調
レベルの補正よりも効果的である。
【００９１】
　また、上述した説明では、入力信号に示された階調レベルｂ１は階調レベルｂ２と等し
かったが、本発明はこれに限定されない。入力信号に示された階調レベルｂ１は階調レベ
ルｂ２と異なってもよい。ただし、階調レベルｂ１が階調レベルｂ２と異なる場合、図８
に示した階調輝度変換部３６０ａにおいて階調輝度変換の行われた輝度レベルＹb1は階調
輝度変換部３６０ｂにおいて階調輝度変換の行われた輝度レベルＹb2とは異なる。特にテ
キスト表示時など隣接画素の階調レベルの差が大きい場合、輝度レベルＹb1と輝度レベル
Ｙb2との差は顕著に大きくなる。
【００９２】
　具体的には、階調レベルｂ１が階調レベルｂ２よりも高い場合、輝度階調変換部３８０
ａにおいて輝度レベルＹb1とシフト量ΔＳαとの和に輝度階調変換が行われ、輝度階調変
換部３８０ｂにおいて輝度レベルＹb2とシフト量ΔＳβとの差に輝度階調変換が行われる
。この場合、図１２に示すように、階調レベルｂ１’に対応する輝度レベルＹb1'は階調
レベルｂ１に対応する輝度レベルＹb1よりもシフト量ΔＳαだけさらに高くなり、階調レ
ベルｂ２’に対応する輝度レベルＹb2'は階調レベルｂ２に対応する輝度レベルＹb2より
もシフト量ΔＳβだけさらに低くなり、階調レベルｂ１’に対応する輝度と階調レベルｂ
２’に対応する輝度との差が階調レベルｂ１に対応する輝度と階調レベルｂ２に対応する
輝度との差よりも大きくなってしまう。
【００９３】
　ここで、２行２列に配列された４つの画素Ｐ１～Ｐ４に着目する。画素Ｐ１～Ｐ４はそ
れぞれ左上、右上、左下、右下に配列されている。また、画素Ｐ１～Ｐ４に対応する入力
信号における青サブ画素の階調レベルをｂ１～ｂ４とする。図７を参照して上述したよう
に、入力信号における各サブ画素が同じ色を示す場合、すなわち、階調レベルをｂ１～ｂ
４が互いに等しい場合、階調レベルｂ１’は階調レベルｂ２’よりも高く、また、階調レ
ベルｂ４’は階調レベルｂ３’よりも高い。
【００９４】
　また、入力信号において画素Ｐ１、Ｐ３が高階調を示し、画素Ｐ２、Ｐ４が低階調を示
し、画素Ｐ１、Ｐ３と画素Ｐ２、Ｐ４との間に表示の境界が形成されるとする。階調レベ
ルｂ１、ｂ２はｂ１＞ｂ２であり、階調レベルｂ３、ｂ４はｂ３＞ｂ４である。この場合
、階調レベルｂ１’に対応する輝度と階調レベルｂ２’に対応する輝度との差が階調レベ
ルｂ１に対応する輝度と階調レベルｂ２に対応する輝度との差よりも大きくなる。これに
対して、階調レベルｂ３’に対応する輝度と階調レベルｂ４’に対応する輝度との差は階
調レベルｂ３に対応する輝度と階調レベルｂ４に対応する輝度との差よりも小さくなる。
【００９５】
　なお、上述したように、入力信号に示された色が単色（例えば、青）の場合、彩度係数
ＨＷが０または０に近いため、シフト量が減少し、入力信号がそのまま出力されるため解
像度が維持できる。しかしながら、無彩色の場合、彩度係数ＨＷが１または１に近いため
、補正前と比べて画素列ごとに輝度差が大きくなったり小さくなったりして、エッジなど
が「がたがた」するように見えてしまい解像度が損なわれることがある。なお、階調レベ
ルｂ１とｂ２が等しいかまたは近い場合は、人間の視覚特性上あまり気にならないが、階
調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差が大きいほど、この傾向は顕著になる。
【００９６】
　以下、図１３を参照して具体的に説明する。ここでは、入力信号において輝度の比較的
低い無彩色（暗いグレー）の背景に１画素分の幅で輝度の比較的高い無彩色（明るいグレ
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ー）の直線を表示するとする。この場合、理想的には、観察者には、比較的明るいグレー
の直線が認識される。
【００９７】
　図１３（ａ）に、比較例２の液晶表示装置における青サブ画素の輝度を示す。ここでは
、入力信号に示された４つの画素Ｐ１～Ｐ４の青サブ画素の階調レベルｂ１～ｂ４におい
て、階調レベルｂ１、ｂ２はｂ１＞ｂ２の関係を有しており、階調レベルｂ３、ｂ４はｂ
３＞ｂ４の関係を有している。この場合、比較例２の液晶表示装置では、４つの画素Ｐ１
～Ｐ４の青サブ画素は、入力信号に示された階調レベルｂ１～ｂ４に対応する輝度を呈す
る。なお、比較例２の液晶表示装置では、１つのサブ画素は２つの領域に分割されている
が、図１３（ａ）では、２つの領域の輝度を平均化した青サブ画素の輝度を表している。
【００９８】
　図１３（ｂ）に、液晶表示装置１００における青サブ画素の輝度を示す。図１３（ｂ）
でも、２つの領域の輝度を平均化した青サブ画素の輝度を表している。液晶表示装置１０
０では、例えば、画素Ｐ１の青サブ画素の階調レベルｂ１’は階調レベルｂ１よりも高く
なるとともに画素Ｐ２の青サブ画素の階調レベルｂ２’は階調レベルｂ２よりも低くなる
。一方、画素Ｐ３の青サブ画素の階調レベルｂ３’は階調レベルｂ３よりも低くなるとと
もに画素Ｐ４の青サブ画素の階調レベルｂ４’は階調レベルｂ４よりも高くなる。このよ
うに、入力信号に対応する階調レベルに対する階調レベル（輝度）の増減は行方向および
列方向に隣接する画素に対して反転して行われる。このため、図１３（ａ）と図１３（ｂ
）との比較から理解されるように、液晶表示装置１００では、階調レベルｂ１’と階調レ
ベルｂ２’との差は入力信号に示された階調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差よりも大
きくなる。また、階調レベルｂ３’と階調レベルｂ４’との差は入力信号に示された階調
レベルｂ３と階調レベルｂ４との差よりも小さくなる。この結果、入力信号において比較
的高い階調レベルｂ１、ｂ３に対応する画素Ｐ１およびＰ３を含む列に加え、入力信号に
おいて比較的低い階調レベルｂ４に対応する画素Ｐ４の青サブ画素も比較的高い輝度を呈
することになる。この場合、入力信号には、比較的明るいグレーの直線を表示するための
画像が示されているのに対して、液晶表示装置１００では、比較的明るいグレーの直線と
ともに直線に隣接して青の点線が表示されることになり、グレーの直線の輪郭における表
示品質が著しく低下する。
【００９９】
　また、入力信号に示された青サブ画素の階調レベルｂ１～ｂ４が、ｂ１＜ｂ２およびｂ
３＜ｂ４の関係を有する場合、比較例２の液晶表示装置では、図１３（ｃ）に示すように
、４つの画素Ｐ１～Ｐ４の青サブ画素は、入力信号に示された階調レベルｂ１～ｂ４に対
応する輝度を呈する。これに対して、液晶表示装置１００では、図１３（ｄ）に示すよう
に、４つの画素Ｐ１～Ｐ４の青サブ画素は、比較例２の液晶表示装置とは異なる輝度を呈
する。
【０１００】
　液晶表示装置１００では、図１３（ｃ）および図１３（ｄ）との比較から理解されるよ
うに、階調レベルｂ１’と階調レベルｂ２’との差は入力信号に示された階調レベルｂ１
と階調レベルｂ２との差よりも大きくなり、階調レベルｂ３’と階調レベルｂ４’との差
は入力信号に示された階調レベルｂ３と階調レベルｂ４との差よりも小さくなる。この結
果、入力信号において比較的高い階調レベルｂ２、ｂ４に対応する画素Ｐ２およびＰ４を
含む列に加え、入力信号において比較的低い階調レベルｂ３に対応する画素Ｐ３の青サブ
画素も比較的高い輝度を呈することになる。この場合も、入力信号には、比較的明るいグ
レーの直線を表示するための画像が示されているのに対して、液晶表示装置１００では、
比較的明るいグレーの直線とともに直線に隣接して青の点線が表示されることになり、グ
レーの直線の輪郭における表示品質が著しく低下する。
【０１０１】
　上述した説明では、シフト量ΔＳα、ΔＳβは輝度差レベルΔＹbαΔＹbβと彩度係数
ＨＷとの積で求められたが、このような現象を回避するため、シフト量ΔＳα、ΔＳβの
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決定を行う際に別のパラメータを用いてもよい。一般に、画像においてテキスト等に見ら
れるような列方向への直線表示部分画素と隣接する背景表示に対応する画素とのエッジに
相当する部分では、入力信号に示された隣接する画素に含まれる青サブ画素の階調レベル
の差が大きいため、彩度係数ＨＷが１に近いと、補正により、隣接する画素に含まれる青
サブ画素の階調レベルの差が行ごとに大きく変化し、画質が低下することがある。このた
め、シフト量ΔＳα、ΔＳβのパラメータとして、入力信号に示される隣接画素の色の連
続性を示す連続係数を加えてもよい。階調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差が比較的大
きい場合では、シフト量ΔＳα、ΔＳβが連続係数に応じて変化することにより、シフト
量ΔＳα、ΔＳβはゼロまたは小さくなり、画質の低下を抑制できる。例えば、階調レベ
ルｂ１と階調レベルｂ２との差が比較的小さい場合には、連続係数が大きくなり、隣接す
る画素に属する青サブ画素の輝度の調整が行われるが、画像の境界領域において階調レベ
ルｂ１と階調レベルｂ２との差が比較的大きい場合には連続係数が小さくなり、青サブ画
素の輝度の調整が行われなくてもよい。
【０１０２】
　以下、図１４を参照して、上述したように青サブ画素の輝度の調整を行う補正部３００
Ａ’を説明する。なお、ここでは、連続係数に代えてエッジ係数を用いている。補正部３
００Ａ’は、エッジ判定部３９０および係数算出部３９５を備える点を除いて、図８を参
照して上述した補正部３００Ａと同様の構成を有しており、冗長を避けるため、重複する
説明は省略する。
【０１０３】
　エッジ判定部３９０は、入力信号に示された階調レベルｂ１、ｂ２に基づいてエッジ係
数ＨＥを得る。エッジ係数ＨＥは隣接する画素に含まれる青サブ画素の階調レベルの差が
大きいほど増加する関数である。階調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差が比較的大きい
場合、すなわち、階調レベルｂ１と階調レベルｂ２の連続性が低い場合、エッジ係数ＨＥ
は高い。反対に、階調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差が比較的小さい場合、すなわち
、階調レベルｂ１と階調レベルｂ２の連続性が高い場合、エッジ係数ＨＥは低い。このよ
うに、隣接する画素に含まれる青サブ画素の階調レベルの連続性（または上述した連続係
数）が低いほど、エッジ係数ＨＥは高く、階調レベルの連続性（または上述した連続係数
）が高いほど、エッジ係数ＨＥは低い。
【０１０４】
　また、エッジ係数ＨＥは、隣接する画素に含まれる青サブ画素の階調レベルの差に応じ
て連続的に変化する。例えば、入力信号において、隣接する画素中の青サブ画素の階調レ
ベルの差の絶対値を｜ｂ１－ｂ２｜とし、ＭＡＸ＝ＭＡＸ（ｂ１，ｂ２）とすると、エッ
ジ係数ＨＥはＨＥ＝｜ｂ１－ｂ２｜／ＭＡＸと表される。ただし、ＭＡＸ＝０の場合はＨ
Ｅ＝０である。
【０１０５】
　次に、係数算出部３９５は、彩度判定部３４０において得られた彩度係数ＨＷ、および
、エッジ判定部３９０において得られたエッジ係数ＨＥに基づいて補正係数ＨＣを得る。
補正係数ＨＣは、例えば、ＨＣ＝ＨＷ－ＨＥと表される。また、係数算出部３９５におい
て補正係数ＨＣが０～１の範囲に収まるようにクリッピングが行われてもよい。次に、乗
算部３５０は補正係数ＨＣと輝度差レベルΔＹBα、ΔＹBβとの乗算によってシフト量Δ
Ｓα、ΔＳβを得る。
【０１０６】
　このように補正部３００Ａ’では、彩度係数ＨＷおよびエッジ係数ＨＥに基づいて得ら
れた補正係数ＨＣと輝度差レベルΔＹBα、ΔＹBβとの乗算によってシフト量ΔＳα、Δ
Ｓβを得ている。上述したように、エッジ係数ＨＥは、入力信号に示された隣接する画素
に含まれる青サブ画素の階調レベルの差が大きいほど増加する関数であるため、エッジ係
数ＨＥの増加に伴い輝度分配を支配する補正係数ＨＣが減少し、エッジのがたがたを抑制
できる。また、彩度係数ＨＷは既に述べたように連続的に変化する関数であり、エッジ係
数ＨＥも隣接する画素に含まれる青サブ画素の階調レベルの差に応じて連続的に変化する
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関数であるため、補正係数ＨＣも連続的に変化し、表示上の突発的な変化を抑制できる。
【０１０７】
　補正部３００Ａ’では、入力信号において隣接する画素が同一階調の無彩色を示し、階
調レベルｂ１、ｂ２が互いに等しい場合、階調レベルｂ１’とｂ２’との差は大きく、視
野角特性が改善される。一方、入力信号において隣接する画素が階調の大きく異なる無彩
色を示し、階調レベルｂ１、ｂ２が大きく異なる場合、階調レベルｂ１’は階調レベルｂ
２’と略等しい。この場合、視野角改善効果が低減するが、液晶表示パネル２００Ａは入
力信号に示された階調レベルをそのまま表示するため、エッジの「がたがた」を解消する
ことができる。
【０１０８】
　ここで、入力信号において２つの画素が無彩色を示すとする。この場合、Ｍａｘ（ｒav

e，ｇave，ｂave）＝Ｍｉｎ（ｒave，ｇave，ｂave）であり、彩度係数ＨＷ＝１である。
【０１０９】
　入力信号における２つの画素の無彩色が同じ階調である場合、例えば、（ｒ１，ｇ１，
ｂ１）＝（１００，１００，１００）であり、（ｒ２，ｇ２，ｂ２）＝（１００，１００
，１００）である場合、Ｍａｘ（ｒave，ｇave，ｂave）＝１００、Ｍｉｎ（ｒave，ｇav

e，ｂave）＝１００であり、彩度係数ＨＷ＝１である。この場合、階調レベルｂ１は階調
レベルｂ２と等しく、エッジ係数ＨＥ＝０であり、補正係数ＨＣ＝１である。したがって
、階調レベルｂ１’およびｂ２’はそれぞれ階調レベルｂ１およびｂ２とは大きく異なり
、液晶表示パネル２００Ａにおける青サブ画素Ｂ１およびＢ２の輝度は入力信号に示され
た階調レベルｂ１、ｂ２に対応する輝度とは大きく異なる。
【０１１０】
　また、入力信号における２つの画素の無彩色の階調が異なる場合、例えば、（ｒ１，ｇ
１，ｂ１）＝（１００，１００，１００）であり、（ｒ２，ｇ２，ｂ２）＝（５０，５０
，５０）である場合、Ｍａｘ（ｒave，ｇave，ｂave）＝７５、Ｍｉｎ（ｒave，ｇave，
ｂave）＝７５であり、彩度係数ＨＷ＝１である。この場合、エッジ係数ＨＥ＝０．５（
＝│１００－５０│／１００）であり、補正係数ＨＣ＝０．５である。したがって、階調
レベルｂ１’およびｂ２’はそれぞれ階調レベルｂ１およびｂ２とは異なり、液晶表示パ
ネル２００Ａにおける青サブ画素Ｂ１、Ｂ２の輝度は入力信号に示された階調レベルｂ１
、ｂ２に対応する輝度とは異なる。
【０１１１】
　一方、入力信号における２つの画素の無彩色の階調が比較的大きく異なる場合、例えば
、（ｒ１，ｇ１，ｂ１）＝（１００，１００，１００）であり、（ｒ２，ｇ２，ｂ２）＝
（０，０，０）である場合、Ｍａｘ（ｒave，ｇave，ｂave）＝５０、Ｍｉｎ（ｒave，ｇ

ave，ｂave）＝５０であり、彩度係数ＨＷ＝１である。この場合、エッジ係数ＨＥ＝１（
＝│１００－０│／１００）であり、補正係数ＨＣ＝０である。このように補正係数ＨＣ
がゼロであると、階調レベルｂ１’は階調レベルｂ１と等しく、階調レベルｂ２’は階調
レベルｂ２と等しくなり、液晶表示パネル２００Ａにおける青サブ画素Ｂ１、Ｂ２の輝度
は入力信号に示された階調レベルｂ１、ｂ２に対応する輝度と略等しい。
【０１１２】
　なお、上述した説明では、斜め方向から見た場合の黄色シフトを抑制したが、斜め方向
から見た場合にシフトして見える色は黄色だけではない。以下の説明において、このよう
に色がシフトして見えることを「色シフト」ともいう。本発明は、黄色シフト以外の色シ
フトを抑制してもよい。
【０１１３】
　また、上述した説明では、中間階調におけるＺ値が増加するように変化させたが、本発
明はこれに限定されない。ある階調範囲におけるＺ値を増加させるとともに別の階調範囲
におけるＺ値を減少させるようにＺ値の補正を行ってもよい。例えば、図４に示した比較
例１の液晶表示装置を改善するために、青サブ画素の階調レベルの補正を、低階調から中
間階調にわたってＺ値を減らすようにするとともに、中間階調から高階調にわたってＺ値
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を増やすように行ってもよい。
【０１１４】
　また、上述した説明では、青サブ画素の階調レベルの補正は中間階調のみにおいて行わ
れたが、色シフトのさらなる抑制を実現するためには、すべての階調において青サブ画素
の階調レベルの補正を行うことが好ましく、低階調（例えば、黒）から中間階調および中
間階調から高階調（例えば、白）にわたっても、青サブ画素の階調レベルの補正を行うこ
とが好ましい。
【０１１５】
　なお、上述したように、液晶表示パネル２００ＡはＶＡモードで動作する。ここで、液
晶表示パネル２００Ａの具体的な構成の例を説明する。例えば、液晶表示パネル２００Ａ
はＭＶＡモードで動作してもよい。まず、図１５（ａ）～図１５（ｃ）を参照してＭＶＡ
モードの液晶表示パネル２００Ａの構成を説明する。
【０１１６】
　液晶表示パネル２００Ａは、画素電極２２４と、画素電極２２４と対向する対向電極２
４４と、対向電極２４４と対向電極２４４との間に設けられた垂直配向型の液晶層２６０
とを含む。なお、ここでは、配向膜を図示していない。
【０１１７】
　液晶層２６０の画素電極２２４側にはスリット（導電膜が存在しない部分）２２７やリ
ブ（突起）２２８が設けられており、液晶層２６０の対向電極２４４側にはスリット２４
７やリブ２４８が設けられている。液晶層２６０の画素電極２２４側に設けられたスリッ
ト２２７やリブ２２８は第１配向規制手段とも呼ばれ、液晶層２６０の対向電極２４４側
に設けられたスリット２４７やリブ２４８は第２配向規制手段とも呼ばれる。
【０１１８】
　第１配向規制手段と第２配向規制手段との間に規定される液晶領域においては、液晶分
子２６２は、第１配向規制手段および第２配向規制手段からの配向規制力を受け、画素電
極２２４と対向電極２４４との間に電圧が印加されると、図中に矢印で示した方向に倒れ
る（傾斜する）。すなわち、それぞれの液晶領域において液晶分子２６２は一様な方向に
倒れるので、それぞれの液晶領域はドメインとみなすことができる。
【０１１９】
　第１配向規制手段および第２配向規制手段（これらを総称して「配向規制手段」と呼ぶ
ことがある。）は各サブ画素内で、それぞれ帯状に設けられており、図１５（ａ）～図１
５（ｃ）は帯状の配向規制手段の延設方向に直交する方向における断面図である。各配向
規制手段のそれぞれの両側に液晶分子２６２が倒れる方向が互いに１８０°異なる液晶領
域（ドメイン）が形成される。配向規制手段としては、特開平１１－２４２２２５号公報
に開示されているような種々の配向規制手段（ドメイン規制手段）を用いることができる
。
【０１２０】
　図１５（ａ）では、第１配向規制手段として画素電極２２４にスリット２２７が設けら
れ、第２配向規制手段としてリブ２４８が設けられている。スリット２２７およびリブ２
４８はそれぞれ帯状（短冊状）に延設されている。スリット２２７は、画素電極２２４と
対向電極２４４との間に電位差が形成されたときに、スリット２２７の端辺近傍の液晶層
２６０に斜め電界を生成し、スリット２２７の延設方向に直交する方向に液晶分子２６２
を配向させるように作用する。リブ２４８はその側面２４８ａに略垂直に液晶分子２６２
を配向させることにより、液晶分子２６２をリブ２４８の延設方向に直交する方向に配向
させるように作用する。スリット２２７とリブ２４８とは、一定の間隔をあけて互いに平
行に配置されており、互いに隣接するスリット２２７とリブ２４８との間に液晶領域（ド
メイン）が形成される。
【０１２１】
　図１５（ｂ）では、第１配向規制手段および第２配向規制手段としてそれぞれリブ２２
８とリブ２４８が設けられている点において、図１５（ａ）に示した構成とは異なる。リ
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ブ２２８とリブ２４８とは、一定の間隔をあけて互いに平行に配置されており、リブ２２
８の側面２２８ａおよびリブ２４８の側面２４８ａに液晶分子２６２を略垂直に配向させ
るように作用することによって、これらの間に液晶領域（ドメイン）が形成される。
【０１２２】
　図１５（ｃ）では、第１配向規制手段および第２配向規制手段としてそれぞれスリット
２２７とスリット２４７とが設けられている点において、図１５（ａ）に示した構成とは
異なる。スリット２２７とスリット２４７とは、画素電極２２４と対向電極２４４との間
に電位差が形成されたときに、スリット２２７および２４７の端辺近傍の液晶層２６０に
斜め電界を生成し、スリット２２７および２４７の延設方向に直交する方向に液晶分子２
６２を配向させるように作用する。スリット２２７とスリット２４７とは、一定の間隔を
あけて互いに平行に配置されており、これらの間に液晶領域（ドメイン）が形成される。
【０１２３】
　上述したように、第１配向規制手段および第２配向規制手段として、リブまたはスリッ
トを任意の組み合わせで用いることができる。図１５（ａ）に示した液晶表示パネル２０
０Ａの構成を採用すると、製造工程の増加を最小にできるという利点が得られる。画素電
極にスリットを設けても付加的な工程は必要なく、一方、対向電極については、リブを設
ける方がスリットを設けるよりも工程数の増加が少ない。もちろん、配向規制手段として
リブだけを用いる構成、あるいはスリットだけを用いる構成を採用してもよい。
【０１２４】
　図１６は、液晶表示パネル２００Ａの断面構造を模式的に示す部分断面図であり、図１
７は、液晶表示パネル２００Ａの１つのサブ画素に対応する領域を模式的に示す平面図で
ある。スリット２２７は帯状に延設されており、隣接するリブ２４８は互いに平行に配設
されている。
【０１２５】
　絶縁基板２２２の液晶層２６０側の表面には、図示しないゲート配線（走査線）および
ソース配線（信号線）とＴＦＴが設けられており、さらにこれらを覆う層間絶縁膜２２５
が設けられている。この層間絶縁膜２２５上に画素電極２２４が形成されている。画素電
極２２４と対向電極２４４とは、液晶層２６０を介して互いに対向している。
【０１２６】
　画素電極２２４には帯状のスリット２２７が形成されており、スリット２２７を含む画
素電極２２４上のほぼ全面に垂直配向膜（不図示）が形成されている。スリット２２７は
、図１７に示すように、帯状に延設されている。隣接する２つのスリット２２７は互いに
平行に配設されており、且つ、隣接するリブ２４８の間隔を略二等分するように配置され
ている。
【０１２７】
　互いに平行に延設された帯状のスリット２２７とリブ２４８との間の領域では、その両
側のスリット２２７およびリブ２４８によって液晶分子２６２の配向方向が規制されてお
り、スリット２２７およびリブ２４８のそれぞれの両側に液晶分子２６２の配向方向が互
いに１８０°異なるドメインが形成されている。液晶表示パネル２００Ａでは、図１７に
示すように、スリット２２７およびリブ２４８は互いに９０°異なる２つの方向に沿って
延設されており、各サブ画素内で、液晶分子２６２の配向方向が９０°異なる４種類のド
メインが形成される。
【０１２８】
　また、絶縁基板２２２および絶縁基板２４２の外側に配置される一対の偏光板（不図示
）は、透過軸が互いに略直交（クロスニコル状態）するように配置される。９０°ずつ配
向方向が異なる４種類のドメインの全てに対して、それぞれの配向方向と偏光板の透過軸
とが４５°を成すように配置すれば、ドメインの形成によるリタデーションの変化を最も
効率的に利用することができる。そのため、偏光板の透過軸がスリット２２７およびリブ
２４８の延設方向と略４５°を成すように配置することが好ましい。また、テレビのよう
に、観察方向を表示面に対して水平に移動することが多い表示装置においては、一対の偏
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光板の一方の透過軸を表示面に対して水平方向に配置することが、表示品位の視野角依存
性を抑制するために好ましい。上述の構成を有する液晶表示パネル２００Ａでは、各サブ
画素において、液晶層２６０に所定の電圧が印加されたとき、液晶分子２６２が傾斜する
方位が互いに異なる複数の領域（ドメイン）が形成されるので、広視野角の表示が実現さ
れる。
【０１２９】
　なお、上述した説明では、液晶表示パネル２００ＡはＭＶＡモードであったが、本発明
はこれに限定されない。液晶表示パネル２００ＡはＣＰＡモードで動作してもよい。
【０１３０】
　以下、図１８および図１９を参照してＣＰＡモードの液晶表示パネル２００Ａを説明す
る。図１８（ａ）に示す液晶表示パネル２００Ａの分離電極２２４ａ、２２４ｂは、所定
の位置に形成された複数の切欠き部２２４βを有し、これらの切欠き部２２４βによって
複数の単位電極２２４αに分割されている。複数の単位電極２２４αのそれぞれは、略矩
形状である。ここでは、分離電極２２４ａ、２２４ｂが３つの単位電極２２４αに分割さ
れる場合を例示しているが、分割数はこれに限定されるものではない。
【０１３１】
　上述した構成を有する分離電極２２４ａ、２２４ｂと対向電極（不図示）との間に電圧
を印加すると、分離電極２２４ａ、２２４ｂの外縁近傍と切欠き部２２４β内に生成され
る斜め電界によって、図１８（ｂ）に示すように、それぞれが軸対称配向（放射状傾斜配
向）を呈する複数の液晶ドメインが形成される。液晶ドメインは、各単位電極２２４α上
に１つずつ形成される。各液晶ドメイン内において、液晶分子２６２は、ほぼ全方位に傾
斜する。つまり、液晶表示パネル２００Ａでは、液晶分子２６２が傾斜する方位が互いに
異なる領域が無数に形成される。そのため、広視野角の表示が実現される。
【０１３２】
　なお、図１８には、切欠き部２２４βが形成された分離電極２２４ａ、２２４ｂを例示
したが、図１９に示すように、切欠き部２２４βに代えて開口部２２４γを形成してもよ
い。図１９に示す分離電極２２４ａ、２２４ｂは、複数の開口部２２４γを有し、これら
の開口部２２４γによって複数の単位電極２２４αに分割されている。このような分離電
極２２４ａ、２２４ｂと対向電極（不図示）との間に電圧を印加すると、分離電極２２４
ａ、２２４ｂの外縁近傍と開口部２２４γ内に生成される斜め電界によって、それぞれが
軸対称配向（放射状傾斜配向）を呈する複数の液晶ドメインが形成される。
【０１３３】
　また、図１８および図１９には、１つの分離電極２２４ａ、２２４ｂに複数の切欠き部
２２４βまたは開口部２２４γが設けられた構成を例示したが、分離電極２２４ａ、２２
４ｂを二分割する場合には、切欠き部２２４βまたは開口部２２４γを１つだけ設けても
よい。つまり、分離電極２２４ａ、２２４ｂに少なくとも１つの切欠き部２２４βまたは
開口部２２４γを設けることによって、軸対称配向の液晶ドメインを複数形成することが
できる。分離電極２２４ａ、２２４ｂの形状としては、例えば特開２００３－４３５２５
号公報に開示されているような種々の形状を用いることができる。
【０１３４】
　なお、上述した説明では、入力信号は、一般にカラーテレビ信号に用いられているＹＣ
ｒＣｂ信号を想定したが、入力信号は、ＹＣｒＣｂ信号に限定されず、ＲＧＢ３原色の各
サブ画素の輝度を示すものであってもよいし、ＹｅＭＣ（Ｙｅ：黄、Ｍ：マゼンタ、Ｃ：
シアン）などの他の３原色の各サブ画素の輝度を示すものであってもよい。
【０１３５】
　また、上述した説明では、補正部３００Ａは彩度判定部３４０を有していたが、本発明
はこれに限定されない。補正部３００Ａは彩度判定部３４０を有しなくてもよい。
【０１３６】
　また、上述した説明では、青サブ画素の輝度の調整を行う単位は行方向に隣接する２つ
の画素に属する青サブ画素であったが、本発明はこれに限定されない。青サブ画素の輝度
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の調整を行う単位は列方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素であってもよい。た
だし、列方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位とする場合、ラインメモ
リ等が必要となり、規模の大きな回路が必要となる。
【０１３７】
　図２０に、列方向に隣接する画素に属する２つの青サブ画素を１単位として輝度の調整
を行うのに適した補正部３００Ａ’’の模式図を示す。図２０（ａ）に示すように、補正
部３００Ａ’’は、前段ラインメモリ３００ｓと、階調調整部３００ｔと、後段ラインメ
モリ３００ｕとを有している。入力信号に示された階調レベルｒ１、ｇ１、ｂ１はある画
素に属する赤、緑および青サブ画素に相当するものであり、入力信号に示された階調レベ
ルｒ２、ｇ２、ｂ２は次の行の画素に属する赤、緑および青サブ画素に相当するものであ
る。前段ラインメモリ３００ｓにより、階調レベルｒ１、ｇ１およびｂ１は１ライン分遅
延して階調調整部３００ｔに入力される。
【０１３８】
　図２０（ｂ）に、階調調整部３００ｔの模式図を示す。加算部３１０ｂを用いて階調レ
ベルｂ１と階調レベルｂ２の平均階調レベルｂaveが求められる。次に、階調差レベル部
３２０は、１つの平均階調レベルｂaveに対して２つの階調差レベルΔｂα、Δｂβを与
える。階調差レベルΔｂαは明青サブ画素に対応しており、階調差レベルΔｂβは暗青サ
ブ画素に対応している。このように、階調差レベル部３２０では平均階調レベルｂaveに
対応して２つの階調差レベルΔｂα、Δｂβが与えられる。次に、階調輝度変換部３３０
は、階調差レベルΔｂαを輝度差レベルΔＹbαに変換し、階調差レベルΔｂβを輝度差
レベルΔＹbβに変換する。
【０１３９】
　一方、加算部３１０ｒを用いて階調レベルｒ１と階調レベルｒ２との平均階調レベルｒ

aveが求められる。また、加算部３１０ｇを用いて階調レベルｇ１と階調レベルｇ２との
平均階調レベルｇaveが求められる。彩度判定部３４０は平均階調レベルｒave、ｇave、
ｂaveを利用して彩度係数ＨＷを求める。
【０１４０】
　次に、シフト量ΔＳα、ΔＳβを求める。シフト量ΔＳαはΔＹbαと彩度係数ＨＷと
の積によって表され、シフト量ΔＳβはΔＹbβと彩度係数ＨＷとの積によって表される
。乗算部３５０は輝度差レベルΔＹbα、ΔＹbβと彩度係数ＨＷとの乗算を行い、これに
より、シフト量ΔＳα、ΔＳβが得られる。
【０１４１】
　また、階調輝度変換部３６０ａが階調レベルｂ１に対して階調輝度変換を行い、輝度レ
ベルＹb1を得る。同様に、階調輝度変換部３６０ｂは階調レベルｂ２に対して階調輝度変
換を行い、輝度レベルＹb2を得る。
【０１４２】
　次に、加減算部３７０ａにおいて輝度レベルＹb1とシフト量ΔＳαとを加算し、さらに
、輝度階調変換部３８０ａにおいて輝度階調変換を行うことにより、階調レベルｂ１’が
得られる。また、加減算部３７０ｂにおいて輝度レベルＹb2からシフト量ΔＳβを減算し
、さらに、輝度階調変換部３８０ｂにおいて輝度階調変換を行うことにより、階調レベル
ｂ２’が得られる。その後、図２０（ａ）に示したように、後段ラインメモリ３００ｕに
より、階調レベルｒ２、ｇ２、ｂ２’は１ライン分遅延される。補正部３００Ａ’’は以
上のようにして列方向に隣接する画素に属する青サブ画素を１単位として輝度の調整を行
う。
【０１４３】
　上述した説明では、各サブ画素Ｒ、ＧおよびＢは２つの領域に分割されていたが、本発
明はこれに限定されない。各サブ画素Ｒ、ＧおよびＢは３以上の領域に分割されていても
よい。
【０１４４】
　あるいは、各サブ画素Ｒ、ＧおよびＢは複数の領域に分割されていなくてもよい。例え
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ば、図２１に示すように、液晶表示装置１００Ａ’の液晶表示パネル２００Ａ’において
、各サブ画素Ｒ、ＧおよびＢは単一の領域から形成されていてもよく、赤サブ画素Ｒ１、
Ｒ２、Ｇ１、Ｇ２、Ｂ１およびＢ２は階調レベルｒ１、ｒ２、ｇ１、ｇ２、ｂ１’および
ｂ２’のそれぞれに対応する輝度を呈すればよい。
【０１４５】
　図２２に示すように、液晶表示装置１００Ａ’において独立ガンマ補正処理部２８０が
補正部３００Ａよりも前段に配置されてもよい。この場合、独立ガンマ補正処理部２８０
は入力信号に示された階調レベルｒｇｂに対して独立ガンマ補正処理を行うことによって
階調レベルｒg、ｇg、ｂgを得て、その後、補正部３００Ａは先に独立ガンマ補正処理の
行われた信号に対して補正を行う。補正部３００Ａ内における輝度階調変換の乗数として
、固定値（例えば、２．２乗）ではなく、液晶表示パネル２００Ａの特性に応じた値が用
いられる。
【０１４６】
　なお、上述した説明では、彩度判定およびレベル差の決定は平均階調レベルに基づいて
行われたが、本発明はこれに限定されない。彩度判定およびレベル差の決定は平均輝度レ
ベルに基づいて行われてもよい。ただし、輝度レベルは階調レベルの２．２乗したもので
あり、輝度レベルは階調レベルの２．２乗の精度を必要とする。このため、輝度差レベル
を格納するルックアップテーブルは大きな回路規模を必要とするのに対して、階調差レベ
ルを格納するルックアップテーブルは小さな回路規模で実現できる。
【０１４７】
　また、上述した説明では、階調レベルが入力信号に示されており、補正部３００Ａは青
サブ画素の階調レベルの補正を行ったが、本発明はこれに限定されない。輝度レベルが入
力信号に示されているか、または、階調レベルを輝度レベルに変換した後に、補正部３０
０Ａが青サブ画素の輝度レベルの補正を行ってもよい。ただし、輝度レベルは階調レベル
の２．２乗であり、輝度レベルの精度として階調の２．２乗の精度が要求されるため、階
調レベルの補正を行う回路は輝度レベルの補正を行う回路に比べて低コストで実現できる
。
【０１４８】
　また、図１（ａ）に示した独立ガンマ補正処理部２８０および補正部３００Ａは、例え
ば、液晶表示パネル２００Ａの額縁領域に設けられた集積回路（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　
Ｃｉｒｃｕｉｔ：ＩＣ）に組み込まれていてもよい。また、上述した説明では、液晶表示
装置１００Ａは独立ガンマ補正処理部２８０を備えていたが、本発明はこれに限定されな
い。液晶表示装置１００は独立ガンマ補正処理部２８０を備えなくてもよい。
【０１４９】
　（実施形態２）
　上述した説明では、隣接する画素に属する青サブ画素を１つの単位として青サブ画素の
輝度の調整を行ったが、本発明はこれに限定されない。
【０１５０】
　以下、図２３および図２４を参照して本発明による液晶表示装置の第２実施形態を説明
する。本実施形態の液晶表示装置１００Ｂは、異なるフレームの青サブ画素を１つの単位
として青サブ画素の輝度の調整を行う点を除いて上述した実施形態１の表示装置と同様の
構成を有している。冗長を避ける目的で、重複する説明を省略する。
【０１５１】
　まず、図２３を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００Ｂの概略を説明する。図２
３には、液晶表示装置１００Ｂの液晶表示パネル２００Ａにおいて赤および緑サブ画素を
省略して青サブ画素のみを示している。液晶表示装置１００Ｂでは、青サブ画素のそれぞ
れについて、連続する２つのフレームの青サブ画素を１単位として輝度の調整を行う。こ
のため、入力信号において先のフレーム（例えば第２Ｎ－１フレーム）における青サブ画
素Ｂの階調レベルを階調レベルｂ１とし、次のフレーム（例えば第２Ｎフレーム）におけ
る青サブ画素Ｂの階調レベルを階調レベルｂ２とする場合、入力信号に示された各画素の
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中間階調レベルが数フレームにわたって変化しなくても（すなわち、階調レベルｂ１が階
調レベルｂ２と等しくても）、液晶表示パネル２００Ａにおいて先のフレームにおける青
サブ画素Ｂの輝度は、次のフレームにおける同じ青サブ画素Ｂの輝度とは異なる。
【０１５２】
　また、あるフレームの隣接する画素に属する青サブ画素に着目すると、入力信号におい
て全ての画素が同一の無彩色レベルを示す場合でも、液晶表示パネル２００Ａにおいて行
方向および列方向に隣接する画素に属する青サブ画素は異なる輝度レベルを呈しており、
明青サブ画素および暗青サブ画素はそれぞれ斑模様に位置している。
【０１５３】
　図２４に、本実施形態の液晶表示装置１００Ｂにおける補正部３００Ｂの模式図を示す
。補正部３００Ｂでは、少なくともある条件下において先のフレームの階調レベルｂ１に
対して補正を行うことにより、階調レベルｂ１’が得られ、また、次のフレームの階調レ
ベルｂ２に対して補正を行うことにより、階調レベルｂ２’が得られる。
【０１５４】
　補正部３００Ｂは、フレーム毎に異なる階調レベルｂ１’、ｂ２’を出力する。このた
め、ある１つの画素の青サブ画素Ｂに着目すると、直前のフレーム（例えば、第２Ｎ－１
フレーム）において青サブ画素Ｂは階調レベルｂ１’に対応する輝度を示し、次のフレー
ム（例えば、第２Ｎフレーム）において青サブ画素Ｂは階調レベルｂ２’に対応する輝度
を示す。このように、フレームの異なる青サブ画素を１単位として青サブ画素の輝度の調
整を行うことにより、解像度を低下させることなく色シフトを抑制できる。なお、この場
合、液晶分子の応答速度の観点から、フレーム周期が比較的長いことが好ましい。
【０１５５】
　（実施形態３）
　以下、本発明による液晶表示装置の第３実施形態を説明する。図２５（ａ）に、本実施
形態の液晶表示装置１００Ｃの模式図を示す。液晶表示装置１００Ｃは、青サブ画素の複
数の異なる領域を１つの単位として青サブ画素の輝度の調整を行う点を除いて上述した実
施形態１の表示装置と同様の構成を有している。冗長を避ける目的で、重複する説明を省
略する。
【０１５６】
　液晶表示装置１００Ｃにおいて補正部３００Ｃは入力信号に示された青サブ画素の階調
レベルｂに基づいて２つの階調レベルｂ１’、ｂ２’を得る。独立ガンマ補正処理部２８
０は独立ガンマ補正処理を行う。
【０１５７】
　図２５（ｂ）に、本実施形態の液晶表示装置１００Ｃにおける液晶表示パネル２００Ｃ
の模式図を示す。画素は、赤サブ画素Ｒ、緑サブ画素Ｇ、第１青サブ画素Ｂ１および第２
青サブ画素Ｂ２を有している。なお、液晶表示パネル２００Ｃにおいて各サブ画素Ｒ、Ｇ
およびＢ１、Ｂ２は２つの領域に分割されている。具体的には、赤サブ画素Ｒは第１領域
Ｒａおよび第２領域Ｒｂを有しており、緑サブ画素Ｇは第１領域Ｇａおよび第２領域Ｇｂ
を有しており、第１青サブ画素Ｂ１は第１領域Ｂ１ａおよび第２領域Ｂ１ｂを有しており
、第２青サブ画素Ｂ２は第１領域Ｂ２ａおよび第２領域Ｂ２ｂを有している。
【０１５８】
　図２５（ａ）に示した補正部３００Ｃは、例えば、入力信号に示された階調レベルｒお
よびｇに対して補正を行わないが、入力信号に示された階調レベルｂに基づいて階調レベ
ルｂ１’、ｂ２’を得る。
【０１５９】
　次に、独立ガンマ補正処理部２８０は、階調レベルｒ、ｇ、ｂ１’、ｂ２’のそれぞれ
に対して独立ガンマ補正処理を行う。独立ガンマ補正処理により、階調レベルｒ、ｇ、ｂ
１’、ｂ２’は階調レベルｒg、ｇg、ｂ１g’およびｂ２g’に変換される。独立ガンマ補
正処理部２８０は、独立ガンマ補正処理の行われた階調レベルｒg、ｇg、ｂ１g’および
ｂ２g’を液晶表示パネル２００Ｃに出力する。なお、液晶表示パネル２００Ｃにおいて
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階調レベルｒg、ｇg、ｂ１g’およびｂ２g’に基づいて赤、緑、第１青、第２青サブ画素
Ｒ、Ｇ、Ｂ１、Ｂ２の第１、第２領域Ｒａ、Ｒｂ、Ｇａ、Ｇｂ、Ｂ１ａ、Ｂ１ｂ、Ｂ２ａ
およびＢ２ｂに対応する輝度が決定される。
【０１６０】
　次に、図２６を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００Ｃの概略を説明する。図２
６には、液晶表示装置１００Ｃの液晶表示パネル２００Ｃにおいて赤および緑サブ画素を
省略して第１青サブ画素Ｂ１および第２青サブ画素Ｂ２のみを示している。液晶表示装置
１００Ｃでは、１つの画素に属する２つの青サブ画素Ｂ１、Ｂ２を１つの単位として青サ
ブ画素の輝度の調整を行う。入力信号に示された１つの画素に属する青サブ画素の階調レ
ベルは階調レベルｂであるが、液晶表示パネル２００Ｃにおいて第１青サブ画素Ｂ１の輝
度は第２青サブ画素Ｂ２の輝度とは異なる。なお、列方向に隣接する画素に属する第１青
サブ画素および第２青サブ画素が列方向に沿って直線状に配列されている場合、例えば、
奇数行の画素に属する第１青サブ画素の輝度は第２青サブ画素の輝度よりも高く、偶数行
の画素に属する第１青サブ画素の輝度は第２青サブ画素の輝度よりも低い。
【０１６１】
　図２７に、液晶表示装置１００Ｃにおける補正部３００Ｃの模式図を示す。補正部３０
０Ｃでは、階調輝度変換部３６０において得られた輝度レベルＹbは輝度レベルＹb1およ
び輝度レベルＹb2となる。このため、加減算部３７０ａ、３７０ｂにおいて演算される前
までの輝度レベルＹb1およびＹb2は互いに等しい。補正部３００Ｃにおいて得られた階調
レベルｂ１’は第１青サブ画素Ｂ１に対応しており、階調レベルｂ２’は第２青サブ画素
Ｂ２に対応している。
【０１６２】
　なお、上述したように、第１青サブ画素Ｂ１は第１領域Ｂ１ａおよび第２領域Ｂ１ｂを
有しており、第２青サブ画素Ｂ２は第１領域Ｂ２ａおよび第２領域Ｂ２ｂを有している。
例えば、明青サブ画素の明領域および暗領域の輝度は平均して階調レベルｂ１’となり、
暗青サブ画素の明領域および暗領域の輝度は平均して階調レベルｂ２’となる。
【０１６３】
　なお、図２５（ｂ）に示した液晶表示パネル２００Ｃでは、各サブ画素Ｒ、ＧおよびＢ
は２つの領域に分割されていたが、本発明はこれに限定されない。各サブ画素Ｒ、Ｇおよ
びＢは３以上の領域に分割されていてもよい。あるいは、各サブ画素Ｒ、ＧおよびＢは複
数の領域に分割されていなくてもよく、例えば、各サブ画素Ｒ、ＧおよびＢは単一の領域
から形成されていてもよい。
【０１６４】
　また、上述した説明では、画素は２つの青サブ画素を有していたが、本発明はこれに限
定されない。図２８（ａ）に示すように、画素は、階調レベルｂ１’に対応する第１領域
Ｂａと、階調レベルｂ２’に対応する第２領域Ｂｂとを含む１つの青サブ画素Ｂを有して
いてもよい。図２８（ｂ）に、青サブ画素Ｂの構成を示す。青サブ画素Ｂの第１領域Ｂａ
に対応する分離電極２２４ａは、第２領域Ｂｂに対応する分離電極２２４ｂとは異なるソ
ース配線に異なるＴＦＴを介して電気的に接続されている。
【０１６５】
　（実施形態４）
　上述した液晶表示装置では、画素は３つの原色を用いて表示を行ったが、本発明はこれ
に限定されない。画素は４つ以上の原色を用いて表示を行ってもよい。
【０１６６】
　以下、本発明による液晶表示装置の第４実施形態を説明する。図２９（ａ）に、本実施
形態の液晶表示装置１００Ｄの模式図を示す。液晶表示装置１００Ｄは、液晶表示パネル
２００Ｄと、独立ガンマ補正処理部２８０と、補正部３００Ｄとに加えて、多原色変換部
４００をさらに備えている。液晶表示パネル２００Ｄにおいて、画素は、それぞれが異な
る色を呈する３つ以上のサブ画素を有している。以下の説明において、液晶表示パネル２
００Ｄを多原色表示パネル２００Ｄと呼ぶこともある。
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【０１６７】
　多原色変換部４００は階調レベルｒｇｂを示す入力信号に基づいて多原色信号を生成す
る。多原色信号は、液晶表示パネル２００Ｄにおける画素に属する各サブ画素に対応する
階調レベルＲ１ＧＢＹｅＣＲ２を示している。
【０１６８】
　補正部３００Ｄは、少なくともある条件下において、多原色信号に示された各サブ画素
のうちの少なくとも青サブ画素の階調レベルまたは対応する輝度レベルの補正を行う。独
立ガンマ補正処理部２８０は独立ガンマ補正処理を行う。
【０１６９】
　図２９（ｂ）に、多原色表示パネル２００Ｄに設けられた画素および画素に含まれるサ
ブ画素の配列を示す。図２９（ｂ）には、例示として、３行３列の画素を示している。各
画素には、６種類のサブ画素、すなわち、第１赤サブ画素Ｒｘ、緑サブ画素Ｇ、青サブ画
素Ｂ、黄サブ画素Ｙｅ、シアンサブ画素Ｃ、および、第２赤サブ画素Ｒｙが設けられてい
る。多原色表示パネル２００Ｄでは、第１赤サブ画素Ｒｘ、緑サブ画素Ｇ、青サブ画素Ｂ
、黄サブ画素Ｙｅ、シアンサブ画素Ｃ、および、第２赤サブ画素Ｒｙを含む１つの画素に
よって１つの色が表現される。各サブ画素の輝度は独立に制御される。なお、多原色表示
パネル２００Ｄのカラーフィルタの配列は図２９（ｂ）に示した構成に対応している。
【０１７０】
　多原色表示パネル２００Ｄにおいて各サブ画素Ｒｘ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、ＣおよびＲｙは２
つの領域に分割されている。具体的には、第１赤サブ画素Ｒｘは第１領域Ｒｘａおよび第
２領域Ｒｘｂを有しており、緑サブ画素Ｇは第１領域Ｇａおよび第２領域Ｇｂを有してお
り、青サブ画素Ｂは第１領域Ｂａおよび第２領域Ｂｂを有している。また、黄サブ画素Ｙ
ｅは第１領域Ｙｅａおよび第２領域Ｙｅｂを有しており、シアンサブ画素Ｃは第１領域Ｃ
ａおよび第２領域Ｃｂを有しており、第２赤サブ画素Ｒｙは第１領域Ｒｙａおよび第２領
域Ｒｙｂを有している。なお、以下の説明において、行方向に隣接する２つの画素のうち
の一方の画素をＰ１と示し、画素Ｐ１に属する第１赤、緑、青、黄、シアンおよび第２赤
サブ画素をそれぞれＲｘ１、Ｇ１、Ｂ１、Ｙｅ１、Ｃ１、Ｒｙ１と示す。また、他方の画
素をＰ２と示し、画素Ｐ２に属する赤、緑よび青サブ画素をそれぞれＲｘ２、Ｇ２、Ｂ２
、Ｙｅ２、Ｃ２、Ｒｙ２と示す。
【０１７１】
　一般に、赤、緑および青は光の３原色と呼ばれ、黄、シアン、マゼンタは色の３原色と
呼ばれており、多原色表示パネルにおいて、光の３原色および色の３原色に対応する６つ
のサブ画素が設けられることがあるが、ここでは、マゼンタサブ画素に代えて２つめの赤
サブ画素（第２赤サブ画素Ｒｙ）が設けられている。このように多原色表示パネル２００
Ｄにおいて各画素は６種類のサブ画素を有しているが、原色の数は５である。このような
サブ画素配列は、例えば、特許文献４に開示されている。
【０１７２】
　なお、以下の説明において、便宜上、最小階調レベル（例えば、階調レベル０）に対応
するサブ画素の輝度レベルを「０」と表し、最大階調レベル（例えば、階調レベル２５５
）に対応するサブ画素の輝度レベルを「１」と表す。輝度レベルが等しくても、赤、緑、
青、黄およびシアンサブ画素の実際の輝度は異なり、輝度レベルは、各サブ画素の最大輝
度に対する比を示している。
【０１７３】
　例えば、入力信号に示される画素の色が黒である場合、入力信号に示された階調レベル
ｒ、ｇ、ｂのすべてが最小階調レベル（例えば、階調レベル０）であり、これを多原色変
換した階調レベルＲｘ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、Ｃ、Ｒｙのすべては最小階調レベル（例えば、階
調レベル０）である。また、入力信号に示される画素の色が白である場合、階調レベルｒ
、ｇ、ｂのすべてが最大階調レベル（例えば、階調レベル２５５）であり、これを多原色
変換した階調レベルＲｘ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、Ｃ、Ｒｙのすべては最大階調レベル（例えば、
階調レベル２５５）である。なお、最近のＴＶセットでは、ユーザーでも色温度を調整で
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きるようになっていることが多く、その際、各サブ画素の輝度を微調整することによって
色温度の調整が行われる。ここでは、所望の色温度に調整した後の輝度レベルを「１」と
している。
【０１７４】
　１つの画素に属する６つのサブ画素は行方向に配列されている。行方向に隣接する画素
に属するサブ画素に着目すると、ある画素に属する第１赤サブ画素Ｒｘ、緑サブ画素Ｇ、
青サブ画素Ｂ、黄サブ画素Ｙｅ、シアンサブ画素Ｃおよび第２赤サブ画素Ｒｙの行方向に
配列される順番は行方向に隣接する画素に属するサブ画素の順番と等しく、サブ画素は周
期的に配列されている。
【０１７５】
　図２９（ａ）に示した多原色変換部４００は、例えば、３原色表示装置のための入力信
号に基づいて多原色信号を生成する。３原色表示装置の入力信号は、赤、緑および青サブ
画素の階調レベルｒ、ｇおよびｂを示しており、一般に、階調レベルｒ、ｇ、ｂは８ビッ
トで表記される。あるいは、この入力信号は、赤、緑および青サブ画素の階調レベルｒ、
ｇおよびｂに変換可能な値を有しており、この値は３次元で表される。入力信号には予め
ガンマ補正処理が行われている。図２９では、入力信号の階調レベルｒ、ｇ、ｂをまとめ
てｒｇｂと示している。なお、入力信号がＢＴ．７０９規格に準拠している場合、入力信
号に示された階調レベルｒ、ｇおよびｂは、それぞれ最小階調レベル（例えば、階調レベ
ル０）から最大階調レベル（例えば、階調レベル２５５）までの範囲内にあり、赤、緑お
よび青サブ画素の輝度は「０」から「１」の範囲内にある。入力信号は例えば、ＹＣｒＣ
ｂ信号である。
【０１７６】
　多原色変換部４００は、入力信号の階調レベルｒｇｂを階調レベルＲｘＧＢＹｅＣＲｙ
に変換する。本明細書の以下の説明において、第１赤サブ画素Ｒｘ、緑サブ画素Ｇ、青サ
ブ画素Ｂ、黄サブ画素Ｙｅ、シアンサブ画素Ｃおよび第２赤サブ画素Ｒｙの階調レベルを
それぞれＲｘ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、ＣおよびＲｙとも示す。図２９（ａ）には、階調レベルＲ
ｘ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、ＣおよびＲｙをまとめてＲｘＧＢＹｅＣＲｙと示している。階調レベ
ルＲｘ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、Ｃ、Ｒｙの取り得る値も０から２５５である。多原色変換部４０
０は、例えば、図示しないルックアップテーブルを有しており、ルックアップテーブルは
、３原色の階調レベルｒ、ｇ、ｂに対応する赤、緑、青、黄およびシアンサブ画素の階調
レベルを示すデータを有している。なお、基本的に、階調レベルＲｘＧＢＹｅＣＲｙによ
って特定される色は階調レベルｒｇｂによって特定される色と同じであるが、必要に応じ
て異なっていてもよい。
【０１７７】
　独立ガンマ補正処理部２８０が独立ガンマ補正処理を行うことにより、多原色変換部４
００において得られた階調レベルＲｘＧＢＹｅＣＲｙに含まれる階調誤差が補正される。
この階調誤差は液晶表示パネル２００Ｄに特有のものである。例えば、独立ガンマ補正処
理部２８０は、ルックアップテーブルを参照して独立ガンマ補正処理を行ってもよいし、
各階調レベルに基づいて演算処理を行ってもよい。
【０１７８】
　液晶表示装置１００Ｄでは、多原色変換部４００と独立ガンマ補正処理部２８０との間
に補正部３００Ｄが設けられており、多原色変換の行われた階調レベルは補正部３００Ｄ
において補正される。例えば、補正部３００Ｄは、多原色信号に示された階調レベルＲｘ
、Ｇ、Ｙｅ、ＣおよびＲｙに対して補正を行わないが、階調レベルＢを階調レベルＢ’に
補正する。この補正の詳細は図３３を参照して後述する。なお、独立ガンマ補正処理部２
８０が補正部３００Ｄの後段に設けられていることにより、補正部３００Ｄにおいて行う
階調輝度変換は固定値の乗数（例えば２．２乗）で行うことができる。
【０１７９】
　なお、液晶表示パネル２００Ｄにおいて、第１赤サブ画素のためのカラーフィルタは、
第２赤サブ画素と同様の材料から形成されており、第１赤サブ画素Ｒｘの色相は第２赤サ
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ブ画素Ｒｙと等しい。また、第２赤サブ画素Ｒｙは、第１赤サブ画素Ｒｘとは異なる信号
線（図示せず）に接続されており、第２赤サブ画素Ｒｙは第１赤サブ画素Ｒｘとは独立に
制御可能である。しかしながら、ここでは、第１赤サブ画素Ｒｘの液晶層に印加される電
圧は第２赤サブ画素Ｒｙの液晶層に印加される電圧と等しく、第１赤サブ画素Ｒｘによっ
て表示される色は第２赤サブ画素Ｒｙと等しい。このため、以下の説明において、特に説
明する場合を除き、赤サブ画素の階調レベル（例えば、０～２５５）および輝度レベル（
「０」～「１」）は、２つの赤サブ画素全体の階調レベルおよび輝度レベルを示す。
【０１８０】
　図３０は、本実施形態の表示装置における各サブ画素の色についてのａ*およびｂ*をプ
ロットしたＬ*ａ*ｂ*表色系のａ*ｂ*表面を示す模式図である。また、表１には、６つの
サブ画素の各色についてのＸＹＺの値、および、ｘ、ｙの値を示している。なお、６つの
サブ画素の各色の値は、各サブ画素の階調レベルを最大階調レベルにしたときの色の値に
対応している。
【０１８１】

【表１】

【０１８２】
　各サブ画素の輝度を均等に増加させて画素によって表示される色を黒から白に変化させ
る場合、画素によって表示される色は正面方向から見ると無彩色のまま変化するが、斜め
方向からみると、無彩色が色味を帯びてみえることがある。
【０１８３】
　以下、比較例３の液晶表示装置と比較して本実施形態の液晶表示装置１００Ｄの利点を
説明する。まず、比較例３の液晶表示装置を説明する。比較例３の液晶表示装置は、補正
部３００Ｄに相当する構成要素を備えていない点を除いて液晶表示装置１００Ｄと同様の
構成を有しており、本実施形態の液晶表示装置１００Ｄと同様のサブ画素配列を有してい
る。なお、ここでは、液晶表示装置には、画面全体の画素のすべてが無彩色を表示するよ
うな入力信号が入力される。無彩色が黒から白に向かって明度が変化するように入力信号
におけるサブ画素の階調レベルは等しい割合で増加する。具体的には、はじめ、入力信号
に示される無彩色は黒であり、赤、緑、青、黄およびシアンサブ画素の輝度は「０」であ
る。赤、緑、青、黄およびシアンサブ画素の階調レベルが等しい割合で増加し、赤、緑、
青、黄およびシアンサブ画素の輝度が増加するほど、画素によって表示される無彩色の明
度が増加する。赤、緑、青、黄およびシアンサブ画素の輝度が増加して「１」に達すると
、入力信号に示される無彩色は白となる。
【０１８４】
　以下、図３１を参照して、比較例３の液晶表示装置において、階調レベルの変化に対す
るＸ値、Ｙ値およびＺ値の測色値の変化を説明する。図３１（ａ）において、ＷＸ、ＷＹ
およびＷＺは階調レベルの変化に対する斜め方向から見た場合のＸ値、Ｙ値およびＺ値の
測色値のそれぞれの変化を示している。なお、正面方向から見た場合のＸ値、Ｙ値および
Ｚ値は同様に変化する。図３１（ａ）では、正面方向からみた場合のＸ値、Ｙ値およびＺ
値をまとめて「正面」として示している。比較例３の液晶表示装置として、ＶＡモードの
液晶表示装置を用いており、斜め方向は、画面の法線方向から６０°傾いた方向である。
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比較例３の液晶表示装置では、各サブ画素の階調レベルを等しい増加率で変化させている
。
【０１８５】
　比較例３の液晶表示装置では、各サブ画素に複数の領域が設けられており、白浮き現象
が抑制されている。なお、白浮き現象をさらに抑制するためには、斜め方向からのＸ値、
Ｙ値およびＺ値も正面方向と同様に変化することが好ましい。この点から見ると、Ｘ値お
よびＹ値はＺ値よりも正面方向の曲線から遠くに離れており、Ｘ値およびＹ値は正面方向
の値とのズレが大きい。このため、白浮きを抑制する観点からは、Ｘ値、Ｙ値およびＺ値
（その中でも特にＸ値およびＹ値）を正面方向の値に近づけるようにすることが好ましい
。
【０１８６】
　一方、斜め方向から見た場合のＸ値、Ｙ値およびＺ値の変化を比較した場合、Ｘ値、Ｙ
値およびＺ値は基本的には同様に変化するようにみえるが、より厳密に見ると、斜め方向
からのＺ値は少なくとも一部の範囲内の階調レベルにおいてＸ値およびＹ値とは異なるよ
うに変化している。具体的には、階調レベル０．５付近および階調レベル０．９付近でＺ
値はＸ値およびＹ値と異なる値を示す。このように、Ｚ値がＸ値およびＹ値と異なる場合
、斜め方向からみると無彩色が黄みを帯びて見える。
【０１８７】
　図３１（ｂ）に、黒から白に変化するときに斜めから見える色の変化を示している。斜
めから見た場合、中間階調の無彩色は黄色にシフトして見えることがあり、比較例３の液
晶表示装置では表示品位が低下してしまう。
【０１８８】
　このように、多原色表示装置でも、中間階調の無彩色は黄色にシフトして見えることが
あり、比較例３の液晶表示装置では表示品位が低下する。また、このような黄色シフトを
抑制するために、単純に、黄色の輝度を変化させると、正面輝度も変化してしまい、正面
方向からの表示品位も低下することになる。
【０１８９】
　ここで、図３２を参照して、比較例３の液晶表示装置におけるＺ値の測色値に対する各
サブ画素の成分の割合を説明する。図３２において、Ｒ、Ｇ、Ｂ、ＹｅおよびＣは、それ
ぞれ赤、緑、青、黄およびシアンサブ画素のＺ値成分を示しており、ＷＺは、画素全体の
Ｚ値を示している。画素全体のＺ値は、赤、緑、青、黄およびシアンサブ画素のＺ値成分
の和と等しい。図３２から理解されるように、青サブ画素の成分は赤、緑、黄およびシア
ンサブ画素の成分よりも大きい。なお、表１においても白表示のＺ値に対する青サブ画素
の成分の比は他のサブ画素と比べて大きい。
【０１９０】
　本願発明者は、多原色表示においてもその輝度を独立に制御可能な複数の青サブ画素を
１単位として青サブ画素の輝度の調整を行うことにより、黄色シフトを抑制できることを
見出した。本実施形態の液晶表示装置１００Ｄでは、行方向に隣接する画素に属する青サ
ブ画素の輝度を異ならせている。なお、黄サブ画素の階調レベルを補正することにより、
Ｘ値およびＹ値の補正を行うことも考えられるが、黄サブ画素の階調レベルの差が大きく
なると、解像度が実質的に低下してしまい、好ましくない。
【０１９１】
　ここで、図３３を参照して、補正部３００Ｄの構成要素およびその動作を説明する。図
３３において、多原色信号に示された階調レベルＲ１、Ｇ１、Ｂ１、Ｙｅ１、Ｃ１は画素
Ｐ１に属する各サブ画素の階調レベルに相当するものであり、多原色信号に示された階調
レベルＲ２、Ｇ２、Ｂ２、Ｙｅ２、Ｃ２は画素Ｐ２に属する各サブ画素の階調レベルに相
当するものである。
【０１９２】
　補正部３００Ｄは、Ｚ値の変化がＸ値およびＹ値の変化と一致または相似関係を有する
ように青サブ画素の階調レベルまたは輝度レベルの補正を行う。階調レベルＲ１、Ｒ２、
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Ｇ１、Ｇ２、Ｙｅ１、Ｙｅ２、Ｃ１およびＣ２は補正部３００Ｄにおいて補正されないの
に対して、階調レベルＢ１およびＢ２は以下のように補正される。補正部３００Ｄは、青
サブ画素Ｂ１、Ｂ２の輝度レベルのシフト量ΔＳα、ΔＳβを求める。
【０１９３】
　まず、加算部３１０Ｂを用いて階調レベルＢ１と階調レベルＢ２の平均が求められる。
以下の説明において、階調レベルＢ１およびＢ２の平均を平均階調レベルＢaveと示す。
【０１９４】
　階調差レベル部３２０は、１つの平均階調レベルＢaveに対して２つの階調差レベルΔ
Ｂα、ΔＢβを与える。平均階調レベルＢaveおよび階調差レベルΔＢα、ΔＢβは所定
の関係を有している。また、階調差レベルΔＢαは明青サブ画素に対応しており、階調差
レベルΔＢβは暗青サブ画素に対応している。
【０１９５】
　平均階調レベルＢaveが低階調である場合、階調差レベルΔＢαおよびΔＢβはほぼゼ
ロであるが、平均階調レベルＢaveが中間階調である場合、階調差レベルΔＢαおよび階
調差レベルΔＢβは比較的高い。なお、この階調差レベルΔＢα、ΔＢβは入力信号に示
された階調レベルＢ１、Ｂ２と直接的に関係するものではない。階調差レベル部３２０は
、平均階調レベルＢaveに対して、ルックアップテーブルを参照して階調差レベルΔＢα
、ΔＢβを決定してもよい。または、階調差レベル部３２０は、明青サブ画素および暗青
サブ画素に対応する階調レベルのデータを有しており、平均階調レベルＢaveとの差分を
演算してもよい。あるいは、階調差レベル部３２０は、所定の演算により、平均階調レベ
ルＢaveに基づいて階調差レベルΔＢα、ΔＢβを決定してもよい。次に、階調輝度変換
部３３０は、階調差レベルΔＢαを輝度差レベルΔＹBαに変換し、階調差レベルΔＢβ
を輝度差レベルΔＹBβに変換する。
【０１９６】
　また、黄色シフトは、入力信号に示された画素の色の彩度が高いほど認識されにくくな
り、反対に、入力信号に示された画素の色が無彩色に近いほど顕著になる。このように、
入力信号に示された画素の色に応じて黄色シフトの程度は異なる。入力信号に示された画
素の色は以下のようにしてシフト量ΔＳα、ΔＳβに反映される。
【０１９７】
　補正部３００Ｄには、多原色変換の行われる前の３原色信号も入力される。加算部３１
０ｒを用いて階調レベルｒ１と階調レベルｒ２との平均が求められ、加算部３１０ｇを用
いて階調レベルｇ１と階調レベルｇ２との平均が求められ、加算部３１０ｂを用いて階調
レベルｂ１と階調レベルｂ２との平均が求められる。以下の説明において、階調レベルｒ
１およびｒ２の平均を平均階調レベルｒaveと示し、階調レベルｇ１およびｇ２の平均を
平均階調レベルｇaveと示し、また、階調レベルｂ１およびｂ２の平均を平均階調レベル
ｂaveと示す。
【０１９８】
　彩度判定部３４０は入力信号に示された画素の彩度を判定する。彩度判定部３４０は平
均階調レベルｒave、ｇave、ｂaveを利用して彩度係数ＨＷを求める。彩度係数ＨＷは彩
度が高くなるほど減少する関数である。以下の説明において、ＭＡＸ＝ＭＡＸ（ｒave，
ｇave，ｂave）とし、ＭＩＮ＝ＭＩＮ（ｒave，ｇave，ｂave）とすると、彩度係数ＨＷ
は、例えばＨＷ＝ＭＩＮ／ＭＡＸと表される。なお、彩度係数ＨＷのために、彩度判定部
３４０は、階調レベルＲ１、Ｒ２、Ｇ１、Ｇ２、Ｙｅ１、Ｙｅ２、Ｃ１、Ｃ２の平均であ
るＲave、Ｇave、Ｙｅave、Ｃaveを求めた上でＲave、Ｇave、Ｂave、Ｙｅave、Ｃaveを
利用してもよい。この場合、Ｒave、Ｇave、Ｂave、Ｙｅave、Ｃaveは入力信号に示され
た階調レベルに基づく平均階調レベルに対応しているため、青サブ画素の補正は、入力信
号に示された画素の彩度に間接的に応じて行われることになる。ただし、彩度の判定は、
平均階調レベルｒave、ｇave、ｂaveを用いて十分行うことができ、これにより、処理の
煩雑化を抑制できる。
【０１９９】
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　次に、シフト量ΔＳα、ΔＳβを求める。シフト量ΔＳαはΔＹBαと彩度係数ＨＷと
の積によって表され、シフト量ΔＳβはΔＹBβと彩度係数ＨＷとの積によって表される
。乗算部３５０は輝度差レベルΔＹと彩度係数ＨＷとの乗算を行い、これにより、シフト
量ΔＳα、ΔＳβが得られる。
【０２００】
　また、階調輝度変換部３６０ａが階調レベルＢ１に対して階調輝度変換を行い、輝度レ
ベルＹB1を得る。輝度レベルＹB1は例えば以下の式にしたがって得られる。
　　ＹB1＝Ｂ１2.2

【０２０１】
　同様に、階調輝度変換部３６０ｂは階調レベルＢ２に対して階調輝度変換を行い、輝度
レベルＹB2を得る。
【０２０２】
　次に、加減算部３７０ａにおいて輝度レベルＹB1とシフト量ΔＳαとを加算し、さらに
、輝度階調変換部３８０ａにおいて輝度階調変換を行うことにより、補正の行われた階調
レベルＢ１’が得られる。また、加減算部３７０ｂにおいて輝度レベルＹB2からシフト量
ΔＳβを減算し、さらに、輝度階調変換部３８０ｂにおいて輝度階調変換を行うことによ
り、補正の行われた階調レベルＢ２’が得られる。階調レベルＢ１’、Ｂ２’はＲ１、Ｒ
２、Ｇ１、Ｇ２、Ｙｅ１、Ｙｅ２、Ｃ１およびＣ２と同様に、図２９（ａ）に示した独立
ガンマ補正処理部２８０において独立ガンマ補正処理が行われる。
【０２０３】
　以上のように階調レベルＢ１’、Ｂ２’により、青サブ画素Ｂ１は輝度レベルＹB1とシ
フト量ΔＳαとの和に相当する輝度を示し、青サブ画素Ｂ２は輝度レベルＹB2とシフト量
ΔＳβとの差に相当する輝度を示す。なお、上述したように、液晶表示パネル２００Ｄに
おいて画素は複数の領域を有しており、青サブ画素Ｂ１の階調レベルＢ１’は明領域およ
び暗領域によって実現され、青サブ画素Ｂ２の階調レベルＢ２’は明領域および暗領域に
よって実現される。なお、行方向および列方向に隣接する画素に属する青サブ画素に着目
すると、入力信号において全ての画素が同一の無彩色レベルを示す場合でも、液晶表示パ
ネル２００Ｄにおいて行方向および列方向に隣接する画素に属する青サブ画素は異なる輝
度レベルを呈しており、明青サブ画素および暗青サブ画素はそれぞれ斑模様に位置してい
る。
【０２０４】
　なお、補正部３００Ｄでも、図１３を参照して上述したように表示のエッジ部分におい
て解像度が損なわれることがある。この場合、青サブ画素の階調レベルの補正は、入力信
号に示された隣接する画素に属する青サブ画素の階調レベルの差を考慮して行われること
が好ましい。
【０２０５】
　以下、図３４を参照して補正部３００Ｄ’の構成を説明する。補正部３００Ｄ’は、エ
ッジ判定部３９０および係数算出部３９５を備える点を除いて、図３３を参照して上述し
た補正部３００Ｄと同様の構成を有しており、冗長を避けるため、重複する説明は省略す
る。
【０２０６】
　エッジ判定部３９０は多原色信号に示された隣接する画素に含まれる青サブ画素の階調
レベルの差からエッジ係数ＨＥを得る。エッジ係数ＨＥは、隣接する画素に含まれる青サ
ブ画素の階調レベルの差が大きいほど増加する関数である。例えば、ＭＡＸ＝ＭＡＸ（Ｂ
１，Ｂ２）とし、多原色信号に示された青サブ画素の階調レベルの差の絶対値を｜Ｂ１－
Ｂ２｜とすると、エッジ係数ＨＥは、ＨＥ＝｜Ｂ１－Ｂ２｜／ＭＡＸと表される。
【０２０７】
　係数算出部３９５では、上述した彩度係数ＨＷおよびエッジ係数ＨＥに基づいて補正係
数ＨＣが得られる。補正係数ＨＣは、彩度係数ＨＷが小さくなるほど減少し、また、エッ
ジ係数ＨＥが大きくなるほど減少する関数であり、例えば、ＨＣ＝ＨＷ－ＨＥと表される
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。また、係数算出部３９５では、補正係数ＨＣは０～１の範囲に収まるようにクリッピン
グが行われてもよい。乗算部３５０において彩度係数ＨＷの代わりに補正係数ＨＣを用い
てシフト量ΔＳα、ΔＳβが得られる。このように、補正の行われた階調レベルＢ１’、
Ｂ２’はエッジ係数ＨＥを考慮して得られてもよい。
【０２０８】
　なお、図３１（ａ）に示したグラフには、階調レベル０．５付近だけでなく階調レベル
０．９付近においてもＷＺはＷＸ、ＷＹと異なっていたが、階調レベル０．９付近では、
階調レベルが大きいため青サブ画素の階調レベルの補正を行っても、補正後の階調レベル
の差を大きくすることができず、黄色シフトの抑制が困難である。
【０２０９】
　図３５（ａ）に、本実施形態の液晶表示装置１００Ｄにおける階調レベルの変化に対す
る青サブ画素の輝度レベルの変化を示す。図３５（ａ）においてＹB1'は平均階調レベル
Ｂaveに対する明青サブ画素の輝度レベルの変化を示しており、ＹB2'は平均階調レベルＢ

aveに対する暗青サブ画素の輝度レベルの変化を示している。なお、図３５（ａ）におい
て点線は平均階調レベルＢaveに対応する変化を示している。
【０２１０】
　図３５（ａ）に示したように、低階調および高階調において青サブ画素の輝度レベルＹ

B1'は暗青サブ画素の輝度レベルＹB2'と略等しいが、中間階調において明青サブ画素の輝
度レベルＹB1'は暗青サブ画素の輝度レベルＹB2'よりも高い。
【０２１１】
　図３５（ｂ）に、本実施形態の液晶表示装置１００Ｄにおける階調レベルの変化に対す
る斜め方向の画素のＺ値および各サブ画素の成分の変化を示す。図３５（ｂ）においてＲ
、Ｇ、Ｂ、ＹｅおよびＣは各サブ画素のＺ値成分を示しており、ＷＺは画素のＺ値を示し
ている。なお、参考のために、図３５（ｂ）には、図３１（ａ）に示した比較例３の液晶
表示装置におけるＺ値、および、各サブ画素のＺ値成分を示している。図３５（ｂ）にお
いて、黒丸は、ある平均階調レベルＢaveに対応して輝度レベルＹB1'および輝度レベルＹ

B2'としたときの青サブ画素の測色値およびそれに伴う液晶表示装置１００Ｄの値を示し
ており、この場合、青サブ画素全体の測色値は輝度レベルＹB1'および輝度レベルＹB2'に
対応する黒丸を結ぶ直線上に位置する。このように、本実施形態の液晶表示装置１００Ｄ
では、青サブ画素の輝度レベルが輝度レベルＹB1'、ＹB2'であることにより、斜め方向の
青サブ画素のＺ値成分は比較例３の液晶表示装置と比べて高くすることができる。なお、
輝度レベルＹB1'、ＹB2'の正面方向の輝度の平均値は、平均階調レベルＢaveに対応する
輝度と等しくなる。
【０２１２】
　図３６および図３７に、比較例３の液晶表示装置および本実施形態の液晶表示装置１０
０Ｄにおける正面階調に対する斜め方向のＸ値、Ｙ値およびＺ値の変化を示す。図３６（
ａ）および図３７（ａ）は比較例３の液晶表示装置の変化を示しており、図３７（ａ）は
図３６（ａ）における中間階調部分の拡大図である。また、図３６（ｂ）および図３７（
ｂ）は本実施形態の液晶表示装置１００Ｄの変化を示しており、図３７（ｂ）は図３６（
ｂ）における中間階調部分の拡大図である。
【０２１３】
　図３６（ａ）および図３７（ａ）から理解されるように、比較例３の液晶表示装置では
階調レベル０．５付近においてＺ値がＸ値およびＹ値とずれてしまう。このため、比較例
３の液晶表示装置では黄色シフトが発生する。
【０２１４】
　これに対して、本実施形態の液晶表示装置１００Ｄでは、図３６（ｂ）および図３７（
ｂ）から理解されるように、階調レベル０．５付近でもＺ値はＸ値およびＹ値と同様に変
化しており、ずれが抑制されている。このため、液晶表示装置１００Ｄでは黄色シフトの
発生が抑制される。
【０２１５】
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　以上のように、液晶表示装置１００Ｄでは、隣接する２つの画素の青サブ画素は異なる
階調－輝度特性（すなわち、ガンマ特性）を有することになる。この場合、厳密にみると
、隣接する２つの画素によって表示される色は異なるように見えるが、表示装置１００Ｄ
の解像度が十分に高ければ、人間の眼には、隣接する２つの画素によって表示される色の
平均の色が認識される。このため、正面方向のＸ値、Ｙ値およびＺ値が同様の階調－輝度
特性を示すだけでなく斜め方向からのＸ値、Ｙ値およびＺ値も同様の階調－輝度特性を示
すこととなり、正面方向からの表示品位を実質的に変更することなく、黄色シフトの発生
を抑制して斜め方向からの表示品位を改善することができる。
【０２１６】
　なお、図示しないが、比較例３の液晶表示装置では、本実施形態の液晶表示装置１００
Ｄとは異なり、独立ガンマ補正処理部２８０に相当するものがすべての階調レベルＲ、Ｇ
、Ｂ、ＹｅおよびＣのそれぞれ対して独立ガンマ補正処理のみを行っている。これに対し
て、本実施形態の液晶表示装置１００Ｄは、補正部３００Ｄを有しており、階調レベルＢ
１、Ｂ２に対して補正の行われた階調レベルＢ１’、Ｂ２’を得ることにより、斜め方向
からのＸ値およびＹ値に対するＺ値のずれを抑制している。このように、液晶表示装置１
００Ｄは補正部３００Ｄを備えることにより、黄色シフトの抑制を低コストで実現するこ
とができる。
【０２１７】
　なお、ここでは、青サブ画素の輝度を調整することにより、黄色シフトを抑制したが、
多原色表示パネルを用いる場合、理論的には、他のサブ画素の輝度を調整しても黄色シフ
トを抑制できないことはない。しかしながら、青サブ画素の補正は、Ｘ値およびＹ値に対
してそれほど影響しないのに対してＺ値に対して大きく影響するため、斜めから見た時に
Ｚ値のみがＸ値およびＹ値とは異なるように変化する液晶表示パネル２００Ｄにおいて非
常に効果的である。多原色表示パネルでは、原色の数が多いため、斜め方向のＸＹＺ値を
揃えることは可能である。一方で、無彩色の明度の増加に応じて各サブ画素の輝度はでき
るだけ単調に増加させることが好ましい。斜め方向のＸＹＺ値を揃えることだけに着目す
ると、図３８に示すように、無彩色の明度に応じて各サブ画素が非常に複雑にかつ不均等
に変化することになり、例えば液晶表示パネル固有のばらつきに対して柔軟に対応できな
い。これに対して、本実施形態の液晶表示装置１００Ｄでは、隣接する画素に属する青サ
ブ画素を１単位として青サブ画素の輝度の調整を行うことにより、基本的には階調レベル
に応じて各原色を単調に変化させて無彩色を表示することができる。
【０２１８】
　また、人間の眼に対する青の解像度は他の色と比べて低いことが知られている。特に、
中間階調の無彩色のように青サブ画素以外のサブ画素も点灯する場合は青サブ画素の解像
度の低下が認識されにくい。このようなことからも、青サブ画素の階調レベルの補正は他
のサブ画素の階調レベルの補正よりも有効である。
【０２１９】
　なお、上述したように、液晶表示パネル２００Ｄにおいて画素は２つの赤サブ画素Ｒｘ
、Ｒｙを有している。以下に、画素が２つの赤サブ画素を有している利点を説明する。表
示に用いる原色の数を増やすと、１画素あたりのサブ画素の数が増えるので、各サブ画素
の面積は必然的に小さくなり、各サブ画素が表示する色の明度（ＸＹＺ表色系におけるＹ
値に相当）が低くなる。例えば、表示に用いる原色の数を３から６に増やすと、各サブ画
素の面積は約半分となり、各サブ画素の明度（Ｙ値）も約半分となる。「明度」は、「色
相」や「彩度」とともに色を規定する３つの要素のうちの１つであり、原色の数を増やす
ことによってｘｙ色度図上における色再現範囲（つまり表現可能な「色相」および「彩度
」の範囲）が広がるものの、「明度」が低下すると実際の色再現範囲（「明度」も含めた
色再現範囲）を十分に広くすることはできない。特に、赤サブ画素の面積を減らすと、赤
のＹ値が小さくなるため、暗い赤しか表示することができず、物体色の赤を十分に表現す
ることができない。
【０２２０】
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　これに対して、本実施形態の表示装置１００Ｄにおける多原色表示パネル２００Ｄでは
、６種類のうち、２種類のサブ画素（第１赤サブ画素Ｒｘおよび第２赤サブ画素Ｒｙ）が
赤を表示するので、赤の明度（Ｙ値）を向上することができ、明るい赤を表示することが
できる。したがって、ｘｙ色度図上に表される色相および彩度だけでなく、明度も含めた
色再現範囲を広くすることができる。なお、多原色表示パネル２００Ｄでは、マゼンタサ
ブ画素が設けられていないが、物体色のマゼンタは、第１、第２赤サブ画素Ｒｘ、Ｒｙと
青サブ画素Ｂとを用いた加法混色によって十分に表現することができる。
【０２２１】
　図３９は、ＸＹＺ表色系ｘｙ色度図を示した模式図である。図３９にはスペクトル軌跡
および主波長を示している。本明細書において、赤サブ画素の主波長は６０５ｎｍ以上６
３５ｎｍ以下であり、黄サブ画素の主波長は５６５ｎｍ以上５８０ｎｍ以下であり、緑サ
ブ画素の主波長は５２０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下であり、シアンサブ画素の主波長は４７
５ｎｍ以上５００ｎｍ以下であり、青サブ画素の主波長は４７０ｎｍ以下である。また、
マゼンタサブ画素の補助主波長は４９５ｎｍ以上５６５ｎｍ以下である。
【０２２２】
　なお、上述した説明では、入力信号はＢＴ．７０９規格に準拠しており、入力信号に示
された（または入力信号の値から変換可能な）階調レベルｒ、ｇ、ｂは例えば０～２５５
の範囲内にあったが、本発明はこれに限定されない。ｘｖＹＣＣ規格等に準拠する入力信
号では、入力信号の取り得る値が規定されていない。この場合、３原色表示装置において
各サブ画素の輝度レベルの取り得る値を例えば－０．０５～１．３３までとし、階調レベ
ルｒ、ｇ、ｂは、階調レベル－６５から階調レベル２９０までの３５５階調と独自に設定
してもよい。この場合、階調レベルｒ、ｇ、ｂのいずれかが負の値であると、多原色表示
パネル２００Ｄは、階調レベルｒ、ｇ、ｂが０～２５５の範囲内にある場合に表現可能な
色の範囲よりも外側の色を表現することができる。
【０２２３】
　なお、上述した説明では、同一画素に属するサブ画素は行方向に沿って一列に配列され
ていたが、本発明はこれに限定されない。同一画素に属するサブ画素が行方向および列方
向に沿って一列に配列されていてもよい。あるいは、同一画素に属するサブ画素は複数の
行および複数の列に配列されていてもよい。例えば、１つの画素に属するサブ画素は２行
にわたって配列されてもよい。
【０２２４】
　また、各赤サブ画素Ｒ１、Ｒ２の輝度の値を独立に制御して、表示面を正面方向から観
察したときのガンマ特性と斜め方向から観察したときのガンマ特性とが異なるというガン
マ特性の視野角依存性を低減することができる。ガンマ特性の視野角依存性を低減する手
法としては、特開２００４－６２１４６号公報や特開２００４－７８１５７号公報にマル
チ画素駆動と呼ばれる手法が提案されている。この手法では、１つのサブ画素を２つの領
域に分割し、それぞれの領域に異なる電圧を印加することによってガンマ特性の視野角依
存性を低減している。第１赤サブ画素Ｒｘと第２赤サブ画素Ｒｙとが互いに独立に制御す
る構成を用いると、当然ながら、第１赤サブ画素Ｒｘの液晶層と第２赤サブ画素Ｒｙの液
晶層とに互いに異なる電圧を印加することができる。そのため、上記特開２００４－６２
１４６号公報や特開２００４－７８１５７号公報に開示されているマルチ画素駆動と同様
に、ガンマ特性の視野角依存性を低減するという効果が得られる。
【０２２５】
　なお、上述した説明では、１つの画素に属する第１赤、緑、青、黄、シアンおよび第２
赤サブ画素が行方向にこの順番に配列されていたが、これに限定されない。第１赤、緑、
青、黄、第２赤およびシアンサブ画素の順番に配列されていてもよい。
【０２２６】
　また、上述した説明では、各画素は２つの赤サブ画素を有していたが、本発明はこれに
限定されない。画素は、一方の赤サブ画素の代わりにマゼンタサブ画素を有していてもよ
い。例えば、画素は赤、緑、青、黄、シアンおよびマゼンタサブ画素を有しており、１つ
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の画素に属する赤、緑、青、黄、マゼンタおよびシアンサブ画素は行方向にこの順番に配
列されていてもよい。
【０２２７】
　また、上述した説明では、列方向に隣接する２つの画素に属するサブ画素に着目すると
、列方向に同じ色を呈するサブ画素が配列されていたが、これに限定されない。
【０２２８】
　図４０（ａ）に、液晶表示装置１００Ｄ１における多原色表示パネル２００Ｄ１の模式
図を示す。なお、各サブ画素は図２９（ｂ）を参照して上述した多原色表示パネル２００
Ｄと同様に輝度の異なり得る領域を有しているが、ここでは、領域を省略して図示してい
る。
【０２２９】
　多原色表示パネル２００Ｄ１において、各画素は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）、黄
（Ｙｅ）、シアン（Ｃ）およびマゼンタ（Ｍ）サブ画素を有している。ある行では、１つ
の画素に属する赤、緑、マゼンタ、シアン、青および黄サブ画素が行方向にこの順番に配
列されており、隣接する次の行では、別の画素に属するシアン、青、黄、赤、緑およびマ
ゼンタサブ画素が行方向にこの順番に配列されている。多原色表示パネル２００Ｄ１では
、隣接する２つの行のサブ画素配列に着目すると、ある行のサブ画素は隣接する行のサブ
画素に対して３サブ画素分シフトして配列されている。また、列方向のサブ画素配列に着
目すると、赤サブ画素はシアンサブ画素と交互に配列されており、緑サブ画素は青サブ画
素と交互に配列されており、マゼンタサブ画素は黄サブ画素と交互に配列されている。
【０２３０】
　液晶表示装置１００Ｄ１では、列方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単
位として輝度の調整を行う。図４０（ｂ）に、入力信号において全ての画素が同一階調の
無彩色を示す場合の多原色表示パネル２００Ｄ１を模式的に示す。図４０（ｂ）では、輝
度の調整を行う２つの青サブ画素を矢印で示している。また、図４０（ｂ）において、青
サブ画素のうちハッチングを付していないものは明青サブ画素を示しており、ハッチング
を付しているものは暗青サブ画素を示している。液晶表示装置１００Ｄ１では、列方向に
隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位として明青サブ画素が行方向に配列する
ように輝度の調整を行う。このため、明青サブ画素の偏った配列が防止されることなり、
青の解像度の実質的な低下が抑制される。
【０２３１】
　なお、図４０に示した多原色表示パネル２００Ｄ１では、１つの画素に属するサブ画素
は１行に配列されていたが、本発明はこれに限定されない。１つの画素に属するサブ画素
は複数の行にわたって配列されていてもよい。
【０２３２】
　図４１（ａ）に、液晶表示装置１００Ｄ２における多原色表示パネル２００Ｄ２の模式
図を示す。多原色表示パネル２００Ｄ２において、１つの画素に含まれるサブ画素は２行
３列に配列されており、１つの画素に属する赤、緑および青サブ画素はある行の行方向に
この順番に配列されており、同じ画素に属するシアン、マゼンタおよび黄サブ画素は隣接
する次の行の行方向にこの順番に配列されている。また、列方向のサブ画素配列に着目す
ると、赤サブ画素はシアンサブ画素と交互に配列されており、緑サブ画素はマゼンタサブ
画素と交互に配列されており、青サブ画素は黄サブ画素と交互に配列されている。図４１
（ｂ）に示すように、液晶表示装置１００Ｄ２では、行方向に隣接する２つの画素に属す
る青サブ画素を１単位として明青サブ画素および暗青サブ画素が行方向に交互に配列する
ように輝度の調整を行う。このため、明青サブ画素の偏った配列が防止されることになり
、青の解像度の実質的な低下が抑制される。
【０２３３】
　また、多原色表示パネル２００Ｄ２の列方向のサブ画素配列は図４１に示した配列に限
定されない。列方向のサブ画素配列に着目する場合、赤サブ画素は黄サブ画素と交互に配
列され、緑サブ画素はマゼンタサブ画素と交互に配列され、青サブ画素はシアンサブ画素
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と交互に配列されていてもよい。また、マゼンタサブ画素は別の赤サブ画素に置換されて
もよい。
【０２３４】
　なお、上述した多原色表示パネル２００Ｄ、２００Ｄ１、２００Ｄ２では、１つの画素
に属するサブ画素の数は６個であったが、本発明はこれに限定されない。多原色表示パネ
ルにおいて１つの画素に属するサブ画素の数は４個であってもよい。
【０２３５】
　図４２（ａ）に、液晶表示装置１００Ｄ３における多原色表示パネル２００Ｄ３の模式
図を示す。多原色表示パネル２００Ｄ３において各画素は赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）
および黄（Ｙｅ）サブ画素を有している。赤、緑、青および黄サブ画素は行方向にこの順
番に配列されている。また、列方向には、同じ色を呈するサブ画素が配列されている。図
４２（ｂ）に示すように、液晶表示装置１００Ｄ３では、行方向に隣接する２つの画素に
属する２つの青サブ画素を１単位として明青サブ画素が斜めに位置するように輝度の調整
を行う。このため、明青サブ画素の偏った配列が防止されることなり、青の解像度の実質
的な低下が抑制される。
【０２３６】
　また、図４２に示した多原色表示パネル２００Ｄ３では画素は赤、緑、青および黄サブ
画素を有していたが、これに限定されない。画素は黄サブ画素に代えて白サブ画素を有し
ていてもよく、赤、緑、青および白サブ画素が行方向にこの順番に配列されていてもよい
。
【０２３７】
　なお、図４２に示した多原色表示パネル２００Ｄ３では、列方向に同じ色を呈するサブ
画素が配列されていたが、本発明はこれに限定されない。列方向に異なる色を呈するサブ
画素が配列されてもよい。
【０２３８】
　図４３（ａ）に、液晶表示装置１００Ｄ４における多原色表示パネル２００Ｄ４の模式
図を示す。多原色表示パネル２００Ｄ４では、１つの画素に属する赤、緑、青および黄サ
ブ画素がある行の行方向にこの順番に配列されており、別の画素に属する青、黄、赤およ
び緑サブ画素が隣接する次の行の行方向にこの順番に配列されている。隣接する２つの行
のサブ画素配列に着目すると、ある行のサブ画素は隣接する行のサブ画素に対して２サブ
画素分シフトして配列されている。また、列方向のサブ画素配列に着目すると、赤サブ画
素は青サブ画素と交互に配列されており、緑サブ画素は黄サブ画素と交互に配列されてい
る。
【０２３９】
　行方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位として明青サブ画素が斜め方
向に位置するように輝度の調整が行われる場合、例えば、ある明青サブ画素に対して空間
的に最も近くに位置するいくつかの青サブ画素の一部が明青サブ画素となり、明青サブ画
素が偏って配列される。また、図４３（ｂ）に示すように、行方向に隣接する２つの画素
に属する青サブ画素を１単位として明青サブ画素が列方向に隣接する画素に属するように
輝度の調整が行われる場合でも、明青サブ画素が偏って配列される。一方、図４３（ｃ）
に示すように、列方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位とし、明青サブ
画素が行方向に位置するように輝度の調整が行われる場合、明青サブ画素の偏った配列が
防止されることになり、青の解像度の実質的な低下が抑制される。
【０２４０】
　なお、図４２および図４３に示した多原色表示パネル２００Ｄ３、２００Ｄ４では、１
つの画素に属するサブ画素は１行に配列されたが、本発明はこれに限定されない。１つの
画素に属するサブ画素は複数の行にわたって配列されていてもよい。
【０２４１】
　図４４（ａ）に、液晶表示装置１００Ｄ５における多原色表示パネル２００Ｄ５の模式
図を示す。多原色表示パネル２００Ｄ５において、１つの画素に含まれるサブ画素は２行
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２列に配列されており、１つの画素に属する赤および緑サブ画素がある行の行方向にこの
順番に配列されており、同じ画素に属する青および黄サブ画素が隣接する行の行方向にこ
の順番に配列されている。列方向のサブ配列に着目すると、赤サブ画素は青サブ画素と交
互に配列されており、緑サブ画素は黄サブ画素と交互に配列されている。図４４（ｂ）に
示すように、液晶表示装置１００Ｄ５では行方向に隣接する２つの画素に属する２つの青
サブ画素を１単位として明青サブ画素が斜めに位置するように輝度の調整を行う。このた
め、明青サブ画素の偏った配列が防止されることなり、青の解像度の実質的な低下が抑制
される。
【０２４２】
　また、図４４に示した多原色表示パネル２００Ｄ５では画素は赤、緑、青および黄サブ
画素を有していたが、これに限定されない。画素は黄サブ画素に代えて白サブ画素を有し
ていてもよい。
【０２４３】
　なお、上述した説明では、入力信号は、一般にカラーテレビ信号に用いられているＹＣ
ｒＣｂ信号を想定したが、入力信号は、ＹＣｒＣｂ信号に限定されず、ＲＧＢ３原色の各
サブ画素の輝度を示すものであってもよいし、ＹｅＭＣ（Ｙｅ：黄、Ｍ：マゼンタ、Ｃ：
シアン）などの他の３原色の各サブ画素の輝度を示すものであってもよい。
【０２４４】
　図２９（ｂ）に示した液晶表示パネル２００Ｄでは、各サブ画素Ｒ１、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、
ＣおよびＲ２は２つの領域に分割されていたが、本発明はこれに限定されない。各サブ画
素Ｒ１、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、ＣおよびＲ２は３以上の領域に分割されていてもよい。
【０２４５】
　あるいは、各サブ画素Ｒ１、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、ＣおよびＲ２は複数の領域に分割されてい
なくてもよい。例えば、図４５に示すように、液晶表示パネル２００Ｄ’における各サブ
画素Ｒ１、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、ＣおよびＲ２は単一の領域から形成されていてもよい。
【０２４６】
　（実施形態５）
　第４実施形態では、隣接する画素に属する青サブ画素を１単位として青サブ画素の輝度
の調整を行ったが、本発明はこれに限定されない。
【０２４７】
　以下、図４６および図４７を参照して本発明による液晶表示装置の第５実施形態を説明
する。本実施形態の液晶表示装置１００Ｅは、異なるフレームの青サブ画素を１つの単位
として青サブ画素の輝度の調整を行う点を除いて上述した実施形態４の表示装置と同様の
構成を有している。冗長を避ける目的で、重複する説明を省略する。
【０２４８】
　まず、図４６を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００Ｅの概略を説明する。図４
６には、液晶表示装置１００Ｅの液晶表示パネル２００Ｄにおける第１赤、緑、黄、シア
ンおよび第２赤サブ画素を省略して青サブ画素のみを示している。
【０２４９】
　液晶表示装置１００Ｅでは、青サブ画素のそれぞれについて、連続する２つのフレーム
の青サブ画素を１単位として青サブ画素の輝度の調整を行う。このため、多原色信号にお
いて先のフレーム（例えば第２Ｎ－１フレーム）における青サブ画素Ｂの階調レベルを階
調レベルＢ１とし、次のフレーム（例えば第２Ｎフレーム）における青サブ画素Ｂの階調
レベルを階調レベルＢ２とする場合、入力信号に示された各画素の中間階調レベルが数フ
レームにわたって変化しなくても（すなわち、階調レベルＢ１が階調レベルＢ２と等しく
ても）、液晶表示パネル２００Ｄにおいて先のフレームにおける青サブ画素Ｂの輝度は、
次のフレームにおける同じ青サブ画素Ｂの輝度とは異なる。
【０２５０】
　また、あるフレームの隣接する画素に属する青サブ画素に着目すると、入力信号におい
て全ての画素が同一の無彩色レベルを示す場合でも、液晶表示パネル２００Ｄにおいて行
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方向および列方向に隣接する画素に属する青サブ画素は異なる輝度レベルを呈しており、
明青サブ画素および暗青サブ画素はそれぞれ斑模様に位置している。
【０２５１】
　図４７に、本実施形態の液晶表示装置１００Ｅにおける補正部３００Ｅの模式図を示す
。補正部３００Ｅは、少なくともある条件下において、先のフレームの階調レベルＢ１に
対して補正を行うことにより、階調レベルＢ１’が得られ、また、次のフレームの階調レ
ベルＢ２に対して補正を行うことにより、階調レベルＢ２’が得られる。
【０２５２】
　補正部３００Ｅは、フレーム毎に異なる階調レベルＢ１’、Ｂ２’を出力する。このた
め、ある１つの画素の青サブ画素Ｂに着目すると、直前のフレーム（例えば、第２Ｎ－１
フレーム）において青サブ画素Ｂは階調レベルＢ１’に対応する輝度を示し、次のフレー
ム（例えば、第２Ｎフレーム）において青サブ画素Ｂは階調レベルＢ２’に対応する輝度
を示す。例えば、６０Ｈｚのフレーム周波数で数フレームにわたって同じ中間階調の無彩
色が表示される場合、青サブ画素の輝度は１６．７ｍｓ（＝１／６０秒）ごとに変化する
。このように、フレームの異なる青サブ画素を１単位として青サブ画素の輝度の調整を行
う場合、解像度を低下させることなく、黄色シフトを抑制することができる。なお、この
場合、液晶分子の応答速度の観点から、フレーム周期が比較的長いことが好ましい。
【０２５３】
　（実施形態６）
　以下、本発明による液晶表示装置の第６実施形態を説明する。図４８（ａ）に、本実施
形態の液晶表示装置１００Ｆの模式図を示す。本実施形態の液晶表示装置１００Ｆは、青
サブ画素の複数の異なる領域を１つの単位として青サブ画素の輝度の調整を行う点を除い
て上述した実施形態４の表示装置と同様の構成を有している。冗長を避ける目的で、重複
する説明を省略する。
【０２５４】
　図４８（ｂ）に、本実施形態の液晶表示装置１００Ｆの多原色表示パネル２００Ｆの画
素を示す。画素は、赤サブ画素Ｒ、緑サブ画素Ｇ、第１青サブ画素Ｂ１、黄サブ画素Ｙｅ
、シアンサブ画素Ｃおよび第２青サブ画素Ｂ２を有している。
【０２５５】
　次に、図４９を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００Ｆの概略を説明する。図４
９には、液晶表示装置１００Ｆの液晶表示パネル２００Ｆにおける赤および緑サブ画素を
省略して青サブ画素のみを示している。液晶表示装置１００Ｆでは、１つの画素に属する
２つの青サブ画素Ｂ１、Ｂ２を１つの単位として青サブ画素の輝度の調整を行う。このた
め、入力信号に示された１つの画素に属する青サブ画素の階調レベルを階調レベルＢとす
ると、液晶表示パネル２００Ｆにおいて第１青サブ画素Ｂ１の輝度は第２青サブ画素Ｂ２
の輝度とは異なる。なお、列方向に隣接する画素に属する第１青サブ画素および第２青サ
ブ画素が列方向に沿って直線状に配列されている場合、例えば、奇数行の画素に属する第
１青サブ画素の輝度は第２青サブ画素の輝度よりも高く、偶数行の画素に属する第１青サ
ブ画素の輝度は第２青サブ画素の輝度よりも低い。
【０２５６】
　図５０に、液晶表示装置１００Ｆにおける補正部３００Ｆの模式図を示す。補正部３０
０Ｆには、階調輝度変換部３６０において得られた輝度レベルＹBは輝度レベルＹB1およ
び輝度レベルＹB2となる。このため、加減算部３７０ａ、３７０ｂにおいて演算される前
までの輝度レベルＹB1およびＹB2は互いに等しい。補正部３００Ｆにおいて得られた階調
レベルＢ１’は第１青サブ画素Ｂ１に対応しており、階調レベルＢ２’は第２青サブ画素
Ｂ２に対応している。
【０２５７】
　なお、図４８（ｂ）に示した液晶表示パネル２００Ｆでは、各サブ画素Ｒ、Ｇ、Ｂ１、
Ｙｅ、ＣおよびＢ２は２つの領域に分割されていたが、本発明はこれに限定されない。各
サブ画素Ｒ、Ｇ、Ｂ１、Ｙｅ、ＣおよびＢ２は３以上の領域に分割されていてもよい。あ
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るいは、各サブ画素Ｒ、Ｇ、Ｂ１、Ｙｅ、ＣおよびＢ２は複数の領域に分割されていなく
てもよく、例えば、各サブ画素Ｒ、Ｇ、Ｂ１、Ｙｅ、ＣおよびＢ２は単一の領域から形成
されていてもよい。
【０２５８】
　また、画素は１つの赤サブ画素のみを有していたが本発明はこれに限定されない。画素
は赤サブ画素も２つ有していてもよい。また、上述した説明では、画素は２つの青サブ画
素を有していたが、本発明はこれに限定されない。図５１（ａ）に示すように、画素は、
階調レベルＢ１’に対応する第１領域Ｂａと、階調レベルＢ２’に対応する第２領域Ｂｂ
とを含む１つの青サブ画素Ｂを有していてもよい。図５１（ｂ）に、青サブ画素Ｂの構成
を示す。青サブ画素Ｂの第１領域Ｂａに対応する分離電極２２４ａは、第２領域Ｂｂに対
応する分離電極２２４ｂとは異なるソース配線に異なるＴＦＴを介して電気的に接続され
ている。
【０２５９】
　なお、上述した説明では、画素は６つのサブ画素を有していたが、本発明はこれに限定
されない。各画素に属するサブ画素の数は４つでもよく、５つでもよい。例えば、各画素
に属するサブ画素の数が４つである場合、各画素は、赤、緑、青および黄サブ画素を有し
てもよい。あるいは、各画素に属するサブ画素の数が５つである場合、各画素は、赤、緑
、青、黄およびシアンサブ画素を有してもよい。
【０２６０】
　なお、参考のために、本願の基礎出願である特願２００８－３１５０６７号および特願
２００９－９６５２２号の開示内容を本明細書に援用する。
【産業上の利用可能性】
【０２６１】
　本発明によれば、斜め方向からの表示品位の低下を抑制した液晶表示装置を提供するこ
とができる。
【符号の説明】
【０２６２】
　１００　液晶表示装置
　２００　液晶表示パネル
　２８０　独立ガンマ補正処理部
　３００　補正部
　４００　多原色変換部
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